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玄
宗
の
平
慮
軍
節
度
使
育
成
と
小
高
句
麗
国

（
承
前
）

日

野

開

良［）

第

五

節

軍

団

平
慮
軍
節
度
使
管
下
の
軍
団
と
兵
力
と
は
開
一
万
と
天
宝
と
で
そ
の
数
に
非
常
な
聞
き
が
あ
る
。
殊
に
天
宝
二
年
に
は
大
軍
拡
が
行
は
れ
、
家
同

の
大
増
設
が
あ
っ
た
。
そ
こ
で
考
説
も
比
の
事
実
に
即
応
し
て
天
宝
元
年
以
前
と
二
年
以
後
と
に
分
っ
て
扱
ふ
の
が
理
解
に
最
も
便
利
で
ゐ
る
。

天
宝
元
年
以
前
の
軍
団

資
治
通
鑑
ざ
天
宝
一
克
年
正
月
の
条
、
通
典
時
一
一
一
州
郡
序
目
、
旧
唐
書
崎
一
二
地
理
志
・
序
文
等
に
よ
っ
て
天
宝
元
年
の
平
慮
惇
下
の
軍
同
名

及
び
兵
馬
数
を
表
示
す
る
に
左
の
如
く
で
あ
る
。
表
中
の
一
半
虚
・
虚
龍
両
軍
の
設
置
年
次
は
そ
れ
ぞ
れ
方
鎮
表
と
新
白
書
地
理
志
及
び
唐
会
要

時
七
節
度
使
の
項
等
に
依
っ
た
も
の
で
あ
る
が
、
尚
詳
し
く
は
問
箪
問
共
に
本
文
に
論
究
す
る
。
各
軍
聞
の
現
位
置
は
、
平
虚
箪
と
安
東
都
護

府
と
は
先
に
考
証
し
た
所
に
従
ひ
、
論
闘
は
満
鮮
地
理
歴
史
研
究
報
告
第
一
冊
所
収
、
松
井
等
氏
「
惰
唐
二
朝
高
句
麗
遠
征
の
地
理
」
に
拠
る
。

第
一
項

検
閲
は
臨
検
閲
と
も
云
は
れ
、
叉
検
林
関
・
檎
関
と
も
書
か
れ
、
早
く
よ
り
史
に
著
れ
て
ゐ
る
要
地
で
あ
る
。
安
東
都
護
府
は
天
宝
元
年
に
は

未
だ
燕
郡
に
在
り
、
遼
西
故
郡
城
に
移
っ
た
の
は
翌
二
年
で
あ
る
か
ら
、
資
治
通
鑑
等
が
遼
一
白
故
郡
城
の
地
を
部
護
府
と
し
て
ゐ
る
の
は
誤
り

と
し
て
訂
正
し
た
。

表
に
依
る
に
、

天
宝
元
年
の
軍
団
は
四
、

そ
の
う
ち
の
こ
は
営
州
と
安
東
都
護
府
に
、
二
は
平
州
に
在
り
、

総
兵
力
は
兵
三
万
七
千
五
百

玄
宗
の
平
鹿
箪
節
度
使
育
成
と
小
高
麗
国
（
承
前
）

（
日
野
）



玄
京
の
平
蔵
箪
節
度
使
育
成
と
小
高
麗
国
（
承
前
）

（
日
野
）

天

宝

元

年

平

康

管

下

軍

団

・

兵

力

表

漁康 府喜郡襲 平寧
関飽 虚団
守

捉軍 軍名

兵
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0 0 0 0 数
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四馬、

一五七二
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｜ 元七苅五 置
！伝年年年年西

七七七
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稔臨 平一 九燕郡 営七刷 所在

関治リ、1,1 y治II 地

名

万 長h

！竪

人
、
馬
五
千
五
百
匹
と
な
る
。
平
州
が
幽
州
節
度
使
の
巡
属
か
ら
平
虚
藩
に
割
属
せ
ら
れ
た
の
は
天
宝
元
年
で
あ
る
か
ら
、
虚
龍
・
撒
関
の
二

軍
団
が
平
虚
の
隷
下
に
移
さ
れ
た
の
も
此
の
年
の
筈
で
、
開
元
末
ま
で
の
軍
団
は
平
虚
と
安
東
と
の
遼
酉
地
区
内
二
軍
団
に
限
ら
れ
る
こ
と
と

な
る
。四
軍
団
の
沿
革
を
考
へ
る
に
、
平
慮
箪
の
開
元
五
年
設
置
は
既
に
論
証
し
た
所
で
再
考
の
必
要
は
な
い
。
平
州
の
虚
龍
軍
は
天
宝
元
年
設
置

と
明
瞭
に
書
き
伝
へ
ら
れ
て
ゐ
る
が
、
一
平
州
は
嘗
て
開
元
二
年
に
安
東
都
護
府
の
護
衛
と
し
て
営
平
鎮
守
使
の
軍
団
が
置
か
れ
た
所
で
あ
る
か

ら
、
此
の
鎮
守
軍
団
と
の
関
係
に
於
い
て
そ
の
沿
革
を
再
検
討
す
べ
き
余
地
が
あ
る
様
に
思
は
れ
る
。
開
元
五
年
の
平
慮
中
阜
の
設
置
と
、
此
れ

に
続
く
七
年
の
安
東
都
護
府
の
平
州
か
ら
燕
郡
へ
の
進
出
は
必
然
的
に
営
兵
鎮
守
軍
団
に
大
き
く
影
響
し
た
こ
と
と
思
は
れ
る
が
、
此
の
地
の

重
要
性
か
ら
推
し
て
軍
団
が
全
く
撤
去
せ
ら
れ
た
と
も
考
へ
難
く
、
従
っ
て
鎮
守
箪
団
と
虚
龍
軍
と
の
閥
の
系
譜
的
関
係
の
有
無
を
し
ら
べ
る

必
要
が
あ
る
。
詳
細
は
便
宜
上
後
文
に
論
述
す
る
。

識
関
守
捉
の
設
置
年
次
に
就
い
て
は
所
伝
が
無
い
。
然
し
満
華
交
通
幹
線
に
沿
ふ
軍
事
上
の
要
衝
と
し
て
お
そ
く
も
開
元
の
初
め
回
、
恐
ら

く
は
更
に
測
っ
て
則
天
武
后
の
世
の
契
円
人
李
尽
忠
等
の
叛
乱
頃
に
既
に
置
か
れ
て
ゐ
た
の
で
は
無
い
か
と
思
は
れ
る
。
開
元
年
聞
の
存
在
に

就
い
て
は
確
．
誌
が
あ
り
、
詳
し
く
は
後
述
す
る
。



最
後
に
安
東
都
護
府
で
あ
る
が
、
此
の
場
合
の
都
護
府
は
平
虚
・
虚
龍
の
二
軍
や
撒
関
守
捉
と
並
べ
ら
れ
て
ゐ
る
所
よ
り
し
て
、
明
か
に
そ

れ
ら
と
並
ぶ
軍
団
と
し
て
の
周
法
で
あ
る
。
都
護
府
は
理
蕃
機
関
で
あ
り
、
叉
州
格
の
行
政
機
関
で
も
あ
り
、
そ
れ
ら
の
沿
革
に
就
い
て
は
既

に
述
べ
た
が
、
更
に
叉
軍
団
と
し
て
の
沿
革
の
考
察
が
必
要
な
わ
け
で
め
る
。
安
東
都
護
府
を
軍
団
の
意
味
に
使
用
し
て
ゐ
る
の
は
、
当
時
さ

う
し
た
慣
用
が
あ
っ
た
か
ら
に
相
違
な
い
が
、
本
来
は
理
蕃
機
関
で
あ
る
安
東
都
護
府
を
、
以
て
箪
団
に
迄
転
用
す
る
に
．
至
っ
た
の
は
「
安
東
都

開
元
二
十
五
年
陶
州
節
度
使
管
下
軍
団
ト
ポ

平

鹿

寧

静
家
一
軍

威

武

軍

消

威

軍

横

海

軍

一
日
間
陽
軍

凶
附
央
軍

恒

陽

軍

北
平
軍

総
関
守
捉

北
平
守
捉

安
東
鋲
守

九
百
州
城
内

計
測
州
域
内

楠
州
域
内

婿
州
城
内

治
州
城
内

玄
山
部
の
平
慮
寧
節
度
使
育
成
と
小
前
一
腿
国
（
承
前
）

易
州
城
内

現
州
城
内

一
相
州
域
内

定
州
城
西

平
州
石
城
県

平

州

所
在
は
本
文
参
照

:MS 

川
州
↑
所
布
は
本
文
参
照

護
府
の
軍
団
」
と
云
ふ
正
確
な
表
現
の
略
と
し
て
で
あ
ら
う
。
安
東
都
護
府
護
衛
の

軍
団
は
、
平
州
時
代
に
は
営
平
鎮
守
と
呼
ば
れ
て
居
り
、
叉
後
述
す
る
如
く
遼
西
故

郡
城
時
代
に
は
安
東
守
捉
と
呼
ば
れ
て
ゐ
る
‘
か
ら
、
燕
郡
時
代
に
も
や
は
り
正
式
の

軍
問
名
を
有
し
て
ゐ
た
と
見
る
可
、
き
で
あ
ら
う
。
開
元
五
年
、
営
州
毎
契
円
か
ら
奪

還
し
て
燕
郡
の
復
興
に
新
手
し
た
時
、
此
所
に
経
略
鎮
と
呼
ば
れ
る
軍
団
を
設
け
た

こ
と
は
先
に
述
べ
た
如
く
で
あ
る
が
、
翌
々
七
年
、
都
護
府
が
平
州
か
ら
燕
郡
に
移

さ
れ
て
来
た
時
、
先
っ
そ
の
護
衛
の
任
に
当
っ
た
の
は
必
ず
や
此
の
経
略
鎮
の
兵
で

あ
っ
た
で
あ
ら
う
。
然
し
同
時
に
叉
此
の
地
の
兵
力
が
大
い
に
増
強
せ
ら
れ
た
こ
と

も
疑
ひ
無
い
か
ら
、
経
略
鎮
の
名
が
そ
の
ま
ま
で
あ
っ
た
か
ど
う
か
は
慎
重
に
検
討

す
る
必
要
が
あ
る
。
詳
し
く
は
此
れ
亦
後
述
す
る
。

六
地
ハ
玲
兵
部
に
述
べ
ら
れ
て
ゐ
る
人
節
度
使
は
開
元
二
十
五
年
頃
の
状
態
を
伝
へ

た
も
の
で
あ
る
。
従
っ
て
平
虚
は
廃
藩
せ
ら
れ
て
幽
州
藩
に
併
入
せ
ら
れ
て
ゐ
た
の

で
あ
る
が
、
此
の
平
慮
の
箪
団
を
吸
収
し
た
当
時
の
幽
州
節
度
使
管
下
の
軍
聞
は
上

表
の
如
く
十
三
を
計
へ
る
。
天
宝
元
年
の
幽
州
節
度
使
の
軍
団
は
九
、
平
虚
は
四
で

（
日
野
）



玄
宗
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慮
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度
使
育
成
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小
高
麗
国
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承
前
）

（
日
野
）

四

あ
る
か
ら
、
合
計
十
三
と
な
り
、
軍
団
総
数
に
於
い
て
の
増
減
は
な
い
。
又
そ
の
箪
鎮
名
は
十
一
迄
共
通
で
ゐ
る
が
。
二
は
椙
長
し
て
ゐ
る
Q

即
ち
開
元
の
北
平
守
担
と
安
東
鎮
守
は
天
宝
元
年
に
は
無
く
、
そ
の
代
り
に
虚
龍
単
と
安
東
都
護
府
と
が
天
宝
一
五
年
に
あ
っ
て
開
一
苅
に
な
い
。

安
東
鎮
守
は
当
然
安
東
都
護
府
に
当
る
も
の
と
解
せ
ら
れ
る
か
ら
、
北
平
守
捉
は
虚
龍
軍
に
当
る
も
の
で
は
な
い
か
と
の
考
へ
が
生
れ
て
来
る
。

つ
ま
り
燕
郡
時
代
の
安
東
部
護
府
の
護
衛
軍
団
の
正
式
の
名
称
は
六
典
に
云
ふ
安
東
鎮
守
で
あ
っ
た
こ
と
が
緩
め
ら
れ
る
と
共
に
、
北
平
｛
寸
捉

と
麗
龍
軍
と
の
聞
に
系
譜
的
な
つ
な
が
り
の
あ
っ
た
こ
と
が
察
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

新
唐
書
鳩
一
二
地
理
志
・
河
北
道
の
条
に
依
れ
ば
、
本
道
内
に
は
北
一
平
と
呼
ば
れ
る
地
名
が
二
つ
あ
っ
た
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
。
そ
の
一
つ
は

定
州
所
管
の
北
平
県
で
あ
る
。
そ
の
条
下
に

万
歳
通
天
二
年
。
以
拒
契
円
更
名
狗
忠
。
神
龍
一
苅
年
復
更
名
。

と
あ
る
如
く
、
此
所
は
契
丹
の
河
北
侵
入
を
防
ぐ
一
要
衝
で
あ
っ
た
。
去
に
よ
れ
ば
北
平
軍
は
定
州
城
西
に
在
っ
た
と
云
ふ
か
ら
、
恐
ら
く
そ

れ
は
此
の
北
平
県
に
お
か
れ
た
も
の
で
、
軍
名
は
そ
の
地
名
に
因
ん
だ
も
の
で
あ
ら
う
。
他
の
北
平
は
平
州
の
郡
名
と
し
て
の
北
平
で
あ
る
。

唐
の
各
州
の
郡
名
は
天
宝
三
年
に
附
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
陪
書
一
一
一
一
一
地
理
忘
に

北
平
郡
。
統
県
一
。
一
円
二
千
二
百
六
十
九
。
慮
龍
。

と
あ
る
如
く
、
平
州
の
郡
名
の
北
平
は
陪
代
の
古
名
に
因
ん
だ
も
の
で
、
天
宝
三
年
に
初
ま
る
新
し
い
名
祢
で
は
な
い
。
北
平
守
提
は
此
の
一
平

州
治
に
置
か
れ
た
も
の
に
相
違
な
い
、
川
治
は
虚
龍
県
治
で
も
あ
る
、
し
て
見
る
と
、
成
誼
箪
と
北
平
守
捉
と
は
同
じ
一
半
州
治
に
在
っ
た
こ
と

と
な
る
。
先
に
も
言
及
し
た
如
く
、
同
一
一
地
に
別
の
二
軍
団
は
併
置
し
な
い
の
が
唐
朝
の
一
貫
し
た
方
針
で
あ
る
か
ら
、
比
の
万
針
か
ら
す
れ

ば
同
じ
平
州
治
に
在
っ
た
北
平
守
担
と
虚
龍
家
と
は
別

ω軍
団
で
は
な
く
、
同
一
軍
団
の
別
名
で
あ
っ
た
と
見
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
開
元
二
十

五
年
の
史
料
に
北
平
守
捉
の
名
が
見
え
、
虚
龍
軍
の
名
が
無
く
、
逆
に
天
宝
元
年
の
史
料
に
虚
龍
軍
の
名
が
み
の
っ
て
北
平
山
寸
捉
の
名
が
無
い
の

は
、
北
平
守
捉
が
此
の
間
に
虚
飽
軍
と
改
め
ら
れ
た
こ
と
を
示
す
も
の
と
解
す
べ
き
で
あ
ら
う
。
虚
健
軍
の
設
置
年
次
と
し
て
い
伝
へ
ら
れ
て
ゐ



る
天
宝
元
年
は
、
そ
の
史
、
北
平
山
↓
u
u批
が
慮
龍
箪
と
改
め
ら
れ
た
年
で
あ
ら
う
。
所
謂
軍
鎮
に
は
、
箪
・
山
一
リ
川
批
・
城
・
鎮
守
等
の
別
が
あ
り
、

軍
は
格
式
が
最
も
高
く
、
守
担
・
城
・
鎮
守
よ
り
軍
に
改
め
ら
れ
る
時
は
「
升
」
と
云
ひ
、
反
対
の
場
合
は
「
降
」
と
云
ひ
、
単
に
箪
名
を
改

め
る
時
は
「
．
史
」
又
は
「
改
」
と
去
っ
て
、
単
と
そ
れ
以
外
の
軍
同
と
の
聞
に
絡
式
的
伝
一
線
を
引
い
て
ゐ
た
υ

ぃ
版
龍
箪
は
軍
凶
と
し
て

ω沿

革
は
開
元
時
代
の
北
平
守
担
に
由
来
す
る
が
、
軍
と
し
て
の
出
発
は
天
宝
元
年
で
、
そ
れ
が
虚
龍
軍
の
設
置
を
天
宝
一
苅
年
と
書
き
伝
へ
し
め
た

所
以
と
思
は
れ
る
じ
同
様
の
表
現
例
は
他
に
も
見
出
・
5
れ
る
。

北
平
山
寸
担
の
お
か
れ
た
平
州
は
将
て
安
京
都
護
附
の
お
か
れ
て
ゐ
た
開
元
二
年
か
ら
七
年
ま
で
尚
一
平
鋲
守
使
の
箪
問
が
置
か
れ
て
ゐ
た
所
で

あ
る
c

安
東
都
護
府
の
燕
郡
へ
の
移
転
と
共
に
都
護
府
の
護
衛
役
と
し
て
の
軍
団
は
も
は
や
平
州
に
必
要
で
な
く
な
っ
た
が
、
此
の
地
の
柔
・

契
川
に
封
す
る
軍
事
的
平
山
一
一
．
要
性
か
ら
軍
閉
そ
の
も
の
の
必
要
性
は
依
然
失
は
れ
る
こ
と
な
く
、
よ
っ
て
守
つ
し
た
役
割
を
荷
ふ
可
き
新
芯
意
味

を
有
っ
た
軍
団
が
引
続
き
存
置
せ
ら
れ
、
そ
れ
が
北
半
守
担
で
あ
り
、
天
宝
元
年
、
平
虚
藩
に
割
隷
せ
ら
れ
る
際
に
虚
龍
軍
に
升
せ
ら
れ
た
も

の
と
解
せ
ら
れ
る
。

開
元
五
年
の
燕
郡
回
収
と
共
に
此
所
に
置
か
れ
た
軍
聞
は
経
略
鎮
で
あ
っ
た
ν

経
略
鎖
は
遼
西
地
区
に
於
け
る
要
地
と
し
て
の
燕
郡
の
鎮
護

の
為
め
に
置
か
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
間
一
苅
七
年
の
安
京
都
謎
府
の
設
置
は
此
の
地
の
箪
問
に
従
米
の
地
方
鋲
護
の
外
に
都
護
府
批
常
設
の
新
な

重
任
を
加
へ
る
こ
と
と
な
っ
た
し
然
し
新
に
別
の
一
軍
団
を
添
置
す
る
こ
と
は
当
時
の
方
針
が
固
く
避
け

τゐ
た
所
で
あ
る
し
そ
こ
で
燕
郡
の
軍

同
は
此
の
二
大
任
務
に
対
応
し
得
る
強
力
な
軍
聞
に
一
新
せ
ら
れ
、
か
く
て
此
所
に
安
東
鎮
守
が
生
れ
出
た
も
の
と
解
せ
ら
れ
る
。
理
蕃
機
関

と
し
て
の
安
京
都
護
附
の
機
能
を
発
却
さ
せ
る
為
め
の
武
力
機
関
は
一
平
雌
取
節
位
使
で
あ
っ
て
、
宏
一
成
鎮
守
だ
け
の
武
力
で
は
な
い
。
安
一
栄
鋭

守
は
都
護
府
を
衛
る
護
身
軍
団
で
あ
り
、
併
せ
て
燕
郡
を
鎮
護
し
て
ゐ
た
も
の
で
あ
る
G

以
上
の
考
察
に
依
れ
ば
、
一
平
底
・
陶
州
刷
滞
を
合
せ
た
河
北
方
．
面
の
車
問
数
は
開
元
二
十
五
年
か
ら
天
主
一
元
年
迄
の
六
年
間
を
通
じ
て
十
三
に

同
定
し
、
北
平
守
捉
が
慮
龍
軍
と
改
め
ら
れ
た
外
、
実
質
的
な
変
化
は
無
い
。
軍
団
数
及
び
兵
力
数
は
閲
元
・
天
宝
時
代
を
通
じ
て
増
加
一
方

玄
京
の
一
平
鹿
朝
早
節
皮
使
育
成
と
小
高
脱
凶
（
承
前
）

（
日
野
）

斗J.



玄
米
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平
慮
渚
節
度
使
育
成
と
小
河
麗
国
（
承
r凶）

（
日
野
）

」－ノ、

の
大
勢
を
辿
っ
て
ゐ
る
か
ら
、
開
元
二
十
五
年
以
前
の
軍
団
や
兵
力
数
が
そ
れ
以
後
に
比
し
て
多
か
っ
た
と
は
大
勢
的
に
考
へ
難
い
。
平
虚
蒋

が
平
州
及
び
そ
の
二
軍
団
を
領
し
た
の
は
天
宝
元
年
で
、

そ
れ
迄
の
箪
聞
は
平
虚
軍
と
安
東
鎮
守
と
の
こ
つ
に
す
ぎ
ず
、

そ
の
兵
力
も
閥
一
苅
末

で
兵
員
二
万
四
千
五
百
、
馬
四
千
九
百
で
あ
っ
た
こ
と
と
な
る
。
閲
元
中
期
頃
の
軍
悶
兵
力
は
或
は
此
れ
よ
り
少
く
、
二
万
程
度
で
あ
っ
た
か

と
も
思
は
れ
る
3

幽
州
藩
の
軍
団
は
九
、
兵
員
数
は
九
万
一
千
四
百
人
、
そ
れ
に
天
宝
一
克
年
に
平
慮
に
移
隷
せ
ら
れ
た
平
州
の
二
軍
団
を
加
へ

た
開
一
苅
末
の
軍
聞
は
十
一
、
兵
員
数
は
十
万
を
越
え
る
。
奨
・
契
円
の
強
攻
を
受
け
た
際
の
平
ぃ
肢
が
期
州
滋
の
力
に
頼
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
か

っ
た
所
以
は
此
の
軍
団
数
及
び
兵
力
の
関
係
に
は
っ
き
り
窺
は
れ
る
で
あ
ら
う
。

辺
境
問
備
の
軍
問
に
は
大
兵
団
た
る
軍
・
城
・
守
捉
・
鎮
守
等
の
所
調
軍
鎮
の
外
に
、
五
百
人
以
下
数
十
人
程
度
の
小
規
脱
な
鋲
・
成
が
み
の

っ
た
。
軍
鎮
が
高
宗
の
儀
鳳
以
後
に
発
達
し
た
白
も
の
で
あ
る
の
に
対
し
、
鎮
・
成
は
唐
初
以
来
の
制
で
あ
る
が
、
軍
鎮
の
発
達
す
る
に
連
れ
て

逆
に
そ
の
数
多
白
意
義
も
減
少
し
、
開
元
時
代
に
は
尚
数
．
白
の
鎮
成
e

智
子
し
て
ゐ
た
と
は
一
五
へ
、
辺
防
の
任
は
荊
ん
ど
全
く
軍
鋭
に
移
行
し
去
っ

て
居
た
。
平
虚
藩
の
地
区
内
に
も
鎖
成
が
置
か
れ
て
ゐ
た
こ
と
は
そ
の
若
干
の
鎮
成
名
が
伝
帯
し
て
ゐ
る
こ
と
か
ら
確
め
ら
れ
る
が
、
然
し
強

力
な
柔
・
契
丹
の
侵
窟
に
対
し
て
は
財
団
か
に
燦
哨
的
な
役
割
を
果
し
得
る
程
度
に
す
ぎ
な
か
っ
た
と
思
は
れ
る
。
先
に
あ
げ
た
平
州
の
二
鎮
十
二

成
中
に
見
え
る
紫
裳
・
白
狼
・
昌
繋
・
遼
西
等
の
諸
成
、
当
時
の
文
献
の
諸
処
に
散
見
す
る
通
定
・
懐
遠
鎮
、
旧
唐
香
川
一
二
地
理
志
に
見
え
る

陽
師
鎖
・
静
蕃
成
等
、
遼
西
地
区
内
の
銀
成
名
は
必
ず
し
も
少
く
な
い
。
そ
れ
ら
の
現
位
置
を
逐
一
比
定
し
て
行
け
ば
此
の
方
面
の
形
勢
を
明

か
に
す
る
上
に
大
い
に
役
立
つ
こ
と
疑
ひ
無
い
の
で
あ
る
が
、
史
料
乏
し
く
、
二
三
の
も
の
を
除
く
外
、
そ
の
比
定
は
事
実
上
望
み
得
可
く
も

な
く
、
且
つ
鎮
成
の
辺
防
時
代
は
開
元
以
前
に
既
に
過
ぎ
去
っ
て
ゐ
る
の
で
、
此
所
で
は
鎖
成
の
考
証
は
一
切
割
愛
す
る
。

第
二
項
天
宝
二
年
以
後
の
軍
問

契
丹
・
奨
そ
の
他
の
強
過
に
対
す
る
防
衛
第
一
線
に
立
つ
平
虚
務
の
謹
一
曲
地
区
に
於
け
る
天
宝
一
万
年
以
前
の
兵
力
が
僅
か
に
二
軍
同
二
万
余

に
す
ぎ
な
か
っ
た
の
は
、
此
の
地
方
の
生
産
の
貧
弱
さ
、
此
れ
を
補
給
す
る
輸
送
の
困
難
さ
等
に
制
約
せ
ら
れ
た
為
め
で
ゐ
る
が
、
天
宝
二
年



に
入
る
と
、
恰
も
か
う
し
た
経
済
的
制
約
を
無
視
す
る
か
の
如
き
寧
聞
の
大
増
設
が
遼
西
地
区
内
に
於
い
て
遂
行
せ
ら
れ
て
ゐ
る
。
新
唐
書
地

理
志
・
河
北
道
の
平
州
・
営
州
民
ぴ
州
格
と
し
て
の
安
東
都
護
府
の
条
下
を
見
る
に
、
移
し
い
軍
団
の
名
が
記
さ
れ
て
居
り
、
そ
の
う
ち
か
ら
安

禄
山
の
挙
兵
以
前
に
置
か
れ
て
ゐ
た
も
の
を
拾
ひ
出
す
と
、
長
城
内
の
平
州
で
は
従
来
か
ら
の
虚
龍
軍
・
撒
関
守
捉
の
外
に
新
増
の
も
の
は
無

い
が
、
長
城
外
遼
西
地
区
に
於
い
て
は
従
来
の
平
虚
軍
の
外
に
懐
遠
・
保
定
の
ニ
軍
、
従
来
の
安
東
鎮
守
の
後
身
と
思
は
れ
る
安
東
守
捉
の
外
に

汝
羅
・
燕
郡
・
懐
遠
・
一
以
閥
・
裏
平
の
五
守
捉
が
挙
げ
ら
れ
て
お
り
、
遼
西
地
区
内
で
合
計
七
軍
団
の
増
設
せ
ら
れ
た
こ
と
を
知
る
。
以
下
此

れ
ら
新
旧
軍
団
の
位
置
や
沿
革
等
を
出
来
る
だ
け
考
究
す
る
こ
と
と
す
る
。

平

慮

軍

平
慮
漏
の
牙
軍
と
し
て
最
ち
古
い
沿
革
を
も
っ
平
慮
軍
に
就
い
て
は
此
れ
迄
巌
々
色
々
の
角
度
か
ら
述
べ
尽
し
て
お
り
、
今
更
附
け
加
ふ
可

き
も
の
は
無
い
。

ω
懐

遠

寧

当
時
の
遼
西
地
区
に
は
同
じ
懐
遠
と
呼
ば
れ
る
地
が
二
つ
あ
っ
た
。
そ
の
一
は
小
高
句
麗
と
の
国
境
に
近
い
今
の
北
鎮
附
近
に
比
定
せ
ら
れ

る
懐
遠
鎮
で
あ
り
、
今
一
つ
は
営
州
の
東
北
、
今
の
四
角
坂
土
城
の
地
に
比
定
せ
ら
れ
る
懐
遼
で
あ
る
。
此
所
は
燕
支
械
の
所
在
地
で
、
惰
末

に
遼
西
郡
が
置
か
れ
た
時
そ
の
三
管
県
の
一
た
る
懐
遠
県
が
置
か
れ
、
唐
初
に
遼
州
が
置
か
れ
た
時
そ
の
郭
下
県
と
な
っ
た
所
で
あ
る
。
北
鎮

附
近
の
懐
遠
鎮
は
営
州
か
ら
遠
隔
の
地
で
あ
る
が
、
懐
遠
県
の
地
は
営
州
に
近
い
。
営
州
の
地
内
に
在
り
と
せ
ら
れ
て
ゐ
る
懐
遠
軍
は
当
然
此

所
に
置
か
れ
た
も
の
と
見
る
可
き
で
ゐ
る
。
懐
遠
軍
と
同
名
の
懐
遠
守
捉
は
懐
遠
鎮
に
置
か
れ
た
軍
団
で
あ
ら
う
。
唐
会
要
崎
七
節
度
使
の
項

の
毎
使
管
内
軍
の
条
に

懐
遠
軍
。
在
故
遼
域
。
天
宝
二
年
二
月
。
安
禄
山
奏
置
。

と
あ
る
は
、
懐
違
憲
が
遼
州
の
故
地
に
置
か
れ
た
も
の
で
あ
る
乙
と
、
そ
の
設
置
は
天
宝
二
年
二
月
で
、
安
禄
山
の
指
揮
に
依
っ
た
も
の
で
あ

玄
宗
の
平
慮
軍
節
度
使
育
成
と
小
高
麗
国
（
承
前
〉

〈
日
野
｝

七



玄
宗
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平
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度
使
育
成
と
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高
麗
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八

る
こ
と
等
を
明
か
に
し
て
ゐ
る
好
史
料
で
あ
る
。
先
に
考
証
し
た
如
く
、
此
所
は
開
元
末
年
の
頃
に
順
佑
州
が
置
か
れ
、
そ
の
郭
下
県
と
し
て

や
は
り
慢
遠
県
が
置
か
れ
た
所
で
あ
る
が
、
此
の
順
化
州
は
新
唐
書
・
方
鎮
表
・
幽
州
の
開
元
二
十
九
年
の
条
に

幽
州
節
度
副
使
領
平
慮
軍
節
度
副
使
。
治
順
佑
州
。

と
あ
る
如
く
、
開
元
二
十
九
年
に
は
幽
州
節
度
副
使
兼
平
慮
軍
節
度
副
使
の
治
所
と
せ
ら
れ
た
。
時
の
両
節
度
副
使
兼
任
者
は
外
な
ら
ぬ
安
禄

山
で
あ
っ
た
。
此
の
安
禄
山
の
出
駐
は
突
厩
帝
国
の
瓦
解
に
よ
る
柔
・
契
丹
・
室
奪
等
の
万
一
の
動
揺
に
備
へ
た
も
の
で
あ
ら
う
が
、
そ
の
為

め
に
は
必
ず
や
相
当
の
部
隊
を
率
ゐ
て
ゐ
た
筈
で
あ
る
。
そ
の
屯
駐
部
隊
は
恐
ら
く
平
虚
軍
等
の
一
部
を
差
遣
し
た
も
の
で
あ
ら
う
が
、
や
が

て
そ
れ
ら
の
差
遣
部
隊
は
此
の
地
の
重
．
要
性
か
ら
独
立
常
駐
の
軍
団
に
更
め
ら
れ
て
懐
遍
箪
と
名
づ
け
ら
れ
、
そ
れ
が
天
宝
二
年
二
月
で
あ
っ

た
の
で
あ
ら
う
υ

仰
安
東
守
捉

安
東
守
捉
は
安
東
都
護
府
を
護
る
軍
団
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
か
ら
．
五
人
宝
二
年
以
後
は
都
護
府
が
最
後
に
移
さ
れ
た
遼
困
故
郡
誠
に
置
か
れ

て
ゐ
た
こ
と
と
な
る
，
平
州
に
在
っ
た
時
代
の
都
謹
府
の
軍
団
は
営
ギ
鎮
守
．
燕
郡
時
代
は
安
東
鎮
守
と
時
ば
れ
、
安
東

γ捉
は
遼
西
故
郡
川
州

時
代
の
軍
団
を
指
す
名
称
で
あ
っ
た
と
云
へ
る
。

ω
燕
郡
守
担

燕
郡
守
捉
が
都
護
府
の
去
っ
た
あ
と
の
燕
郡
に
在
っ
た
軍
国
の
名
称
で
あ
る
こ
と
は
云
ふ
迄
も
あ
る
ま
い
。
今
の
義
県
に
当
る
此
所
は
、
営

州
よ
り
北
鎮
等
を
経
て
小
高
句
麗
の
首
都
遼
陽
に
入
る
満
筆
交
通
幹
線
上
の
要
地
で
あ
り
、
叉
北
方
懐
遠
軍
の
地
を
経
て
契
丹
・
室
章
・
抹
輔

等
の
諸
族
に
至
る
交
通
幹
線
上
の
要
地
で
も
あ
り
、
東
北
面
控
制
の
上
に
官
州
と
並
ぶ
重
要
な
地
位
を
占
め
て
ゐ
た
。
都
麓
府
の
護
衛
と
は
別

に
此
の
要
地
の
鎮
護
の
為
め
に
有
力
な
箪
団
を
必
要
と
し
て
ゐ
た
わ
け
で
あ
る
。
閲
元
七
年
に
都
護
府
が
入
っ
て
来
る
以
前
、
開
一
苅
五
年
の
遼

西
地
区
奪
回
と
共
に
早
く
も
此
所
に
経
略
鋲
が
置
か
れ
て
ゐ
る
の
は
か
う
し
た
必
要
に
出
た
も
の
で
、
天
宝
二
年
に
都
護
府
が
去
っ
た
後
の
此



の
地
の
鎮
護
の
為
め
に
燕
郡
守
捉
が
置
か
れ
て
ゐ
る
の
も
同
じ
理
由
に
よ
っ
た
も
の
と
考
へ
ら
れ
る
υ

安
山
見
の
乱
後
、
一
平
底
軍
節
度
使
は
搬
出

t
Cぃー

せ
ら
れ
る
の
止
む
な
き
に
至
っ
た
が
、
営
州
と
燕
郡
と
に
は
引
就
き
軍
聞
が
お
か
れ
て
お
り
、
唐
会
要
M
－
節
度
使
の
項
の
「
毎
使
符
内
軍

附
」
、
活
陽
節
度
使
鶴
岡
下
鋲
安
感
の
条
に
依
れ
ば
、
燕
郡
守
促
は
平
慮
務
が
撤
廃
せ
ら
れ
て
か
ら
三
十
余
年
を
経
た
徳
宗
の
貞
元
二
年
四
月
二

十
二
日
、
此
の
地
の
領
有
者
で
あ
っ
た
幽
州
節
度
使
に
よ
り
鎖
安
軍
に
升
せ
ら
れ
て
ゐ
る
ω
l時
に
幽
州
は
所
謂
河
朔
三
鎮
の
一
と
し
て
自
立
の

態
勢
を
張
っ
て
居
り
、
柔
・
契
丹
の
防
衛
に
も
自
力
一
本
で
当
っ
て
ゐ
た
G

鎮
安
寧
の
設
置
は
か
う
し
た
防
衛
の
強
化
の
為
め
で
、
如
何
に
燕

郡
が
辺
防
上
の
要
地
で
あ
っ
た
か
を
一
亦
す
も
の
で
あ
る
υ

燕
郡
守
担
の
設
置
年
次
は
安
東
鎮
守
の
去
っ
た
天
宝
二
年
内
の
こ
と
で
あ
ら
う
。

ω
汝
羅
守
捉

汝
雑
守
担
は
汝
縦
に
置
か
れ
た
軍
団
で
あ
る
こ
と
、
夏
め
て
云
ふ
迄
も
あ
る
ま
い
υ

汝
縦
が
首
州
の
東
南
二
百
七
十
虫
、
大
凌
削
下
流
右
山

の
一
地
に
比
定
せ
ら
れ
て
ゐ
る
こ
と
は
先
に
述
べ
た
如
く
で
あ
る
υ

又
安
東
守
挺
の
外
に
汝
続
出
リ
担
が
並
び
存
し
て
ゐ
た
こ
と
は
、
安
東
都
護

府
の
所
在
地
を
汝
離
に
比
定
す
る
従
来
の
所
説
の
誤
り
な
る
こ
と
を
立
証
す
る
決
定
的
な
史
料
で
あ
る
こ
と
も
先
に
述
べ
た
如
く
で
あ
る
ω

此

の
ん
寸
捉
の
設
置
年
次
に
就
い
て
は
所
伝
が
な
い
。

川

w

瓜
間
守
捉

ホ
一
聞
は
氏
広
間
山
に
因
ん
た
地
名
で
、
此
の
山
脈
を
負
っ
た
要
地
に
置
か
れ
た
・
己
の
で
あ
る
ν

医
無
慮
・
医
無
間
・
医
母
間
等
と
も
記
さ
れ

て
周
礼
・
准
南
子
・
漢
書
・
後
漢
書
等
に
見
え
、
漢
代
に
は
無
慮
県
が
置
か
れ
て
ゐ
た
。
今
の
北
鎮
（
広
寧
）
の
地
に
比
定
せ
ら
れ
、
医
京
一
間

山
は
そ
の
西
北
に
速
一
H
一
し
て
ゐ
る
し
瓜
悶
守
担
は
此
所
に
置
か
れ
た
も
の
で
あ
ら
う
。
此
所
は
附
・
凶
・
契
丹
時
代
を
通
じ
て
皆
州
・
燕
郡
・

遼
西
城
・
汝
雛
を
経
て
越
陽
に
入
る
交
通
幹
線
上
の
一
要
地
を
な
し
て
ゐ
た
b

此
所
に
守
担
が
お
か
れ
た
の
は
そ
れ
が
為
め
で
あ
る
じ
設
置
年

次
は
所
伝
が
な
い
。

川

w

懐
遠
守
捉

玄
誌
の
平
腐
箪
節
度
使
育
成
と
小
高
麗
国
（
承
前
）

（
日
野
）

:fL 



玄
宗
の
一
平
慮
軍
節
度
使
育
成
と
小
高
麗
国
（
承
前
）

（
日
野
）

。

懐
遠
守
捉
が
遼
河
に
近
い
懐
遠
鎮
に
置
か
れ
た
軍
悶
で
あ
る
こ
と
は
先
に
二
言
し
た
如
く
で
あ
る
。
此
所
は
陥
唐
の
高
句
麗
遠
征
に
於
い
て

常
に
作
戦
上
の
要
地
と
な
っ
て
居
り
、
殊
に
陥
の
遠
征
に
於
い
て
は
樋
株
の
集
積
場
と
な
っ
て
居
た
の
で
、
当
時
の
文
献
に
そ
の
名
が
散
見
し

て
ゐ
る
が
、
そ
の
正
確
な
位
置
は
判
っ
て
ゐ
な
い
。
松
井
学
士
は
此
れ
を
北
鎮
附
近
梢
々
東
方
に
比
定
し
て
ゐ
る
が
も
l

園
旧
一
色
民
は
多
少
此
れ

を
修
正
し
て
北
鎮
の
東
南
に
求
め
、
今
の
一
二
盆
河
以
西
の
聞
に
比
定
す
可
き
も
の
の
如
し
と
せ
ら
れ
て
ゐ
る

1
此
の
守
捉
の
設
置
年
次
も
所
伝

、
、
〉
‘
F

弘、。

ムU
N
み
J
B

’u

ω
裏
平
守
捉

裏
平
は
遼
東
部
の
郭
下
県
と
し
て
早
く
よ
り
史
に
著
れ
、
前
漢
よ
り
前
燕
に
至
る
迄
専
ら
今
の
遼
陽
の
地
を
指
し
て
ゐ
た
。
只
後
説
の
時
代

E
弱

に
遼
東
郡
を
西
に
選
レ
、
従
っ
て
裏
平
県
も
共
に
西
遊
し
た
こ
と
が
あ
り
、
そ
の
地
は
今
の
諮
県
、
即
ち
燕
郡
に
比
定
せ
ら
れ
て
ゐ
る
。
1
然
し

遼
陽
は
小
高
句
麗
の
園
都
、
燕
郡
は
燕
郡
守
捉
の
置
か
れ
て
ゐ
た
所
で
あ
る
か
ら
、
た
と
へ
裏
平
県
の
故
地
で
あ
っ
て
も
裟
平
守
捉
の
候
補
地

た
り
得
る
所
で
は
な
い
。
そ
こ
で
更
に
遼
東
郡
叉
は
裏
平
県
に
ゆ
か
り
の
あ
る
地
を
求
め
る
に
、
今
の
新
民
県
の
附
近
、
遼
河
の
西
な
る
遼
演

塔
の
地
に
比
定
せ
ら
れ
て
ゐ
る
通
定
鎖
が
あ
る
。
此
所
は
も
と
高
句
麗
が
武
属
選
と
呼
ぶ
城
を
置
い
て
ゐ
た
の
を
、
陪
の
燭
帝
が
大
業
八
年
の
遠

征
の
際
に
攻
め
取
り
、
遼
東
郡
及
び
通
定
鎮
を
置
い
た
所
で
あ
る
。
降
っ
て
唐
の
貞
観
十
九
年
の
遠
征
に
於
い
て
は
名
将
李
世
劫
が
営
州
を
発

し
て
懐
遠
鎮
に
進
か
が
如
く
陽
動
し
つ
つ
通
定
鎮
よ
り
遼
河
を
渡
り
遼
東
に
侵
入
し
て
高
句
麗
を
狼
狽
せ
し
め
て
ゐ
る
。
l
此
の
通
定
鎮
に
置
か

れ
た
遼
東
郡
は
一
日
比
遼
東
新
城
と
も
云
は
れ
た
。
唐
の
高
宗
の
永
徽
五
年
、
高
句
麗
は
此
の
地
か
ら
西
方
に
出
撃
し
、
当
時
唐
に
味
方
し
て
ゐ

た
契
丹
を
攻
め
、
却
っ
て
大
敗
し
て
ゐ
る
o
l
叉
閲
元
末
天
宝
初
の
湖
海
の
北
進
に
逐
は
れ
て
来
投
し
た
払
裡
株
輔
を
以
て
置
い
た
払
浬
州
も
亦

此
の
地
方
に
比
定
せ
ら
れ
る
こ
と
、
先
に
論
証
し
た
如
く
で
あ
る
。
降
っ
て
遼
代
に
は
此
所
に
遼
州
が
置
か
れ
、
開
原
方
面
に
住
す
る
所
調
北

女
直
を
統
轄
す
る
北
女
直
兵
馬
司
の
，
肘
と
せ
ら
れ
て
ゐ
た
。
遼
の
首
府
臨
撹
府
か
ら
東
京
遼
陽
府
に
入
る
交
通
幹
線
は
此
の
遼
州
を
経
由
し
て

K
L
鈎

ゐ
た
。
つ
ま
り
通
定
鎖
は
遼
東
よ
り
遼
西
に
入
っ
て
或
は
契
丹
に
通
じ
、
或
は
営
州
に
往
来
す
る
街
道
上
の
要
地
を
な
し
、
且
つ
懐
遠
鎮
と
説
ん



で
唐
の
直
轄
領
の
東
端
の
関
口
を
掘
し
て
ゐ
た
の
で
あ
る
ο

懐
遠
・
亙
閲
等
に
守
捉
が
置
か
れ
て
ゐ
た
以
上
、
此
所
に
も
守
捉
が
置
か
れ
ぬ
筈

は
な
い
。
妥
平
守
捉
は
必
ず
や
此
所
に
置
か
れ
た
も
の
で
あ
ら
う
。
裏
．
平
な
る
守
捉
名
は
此
所
巴
宮
て
遼
束
郡
が
建
て
ら
れ
て
ゐ
た
こ
と
に
困

っ
て
ゐ
る
の
で
あ
ら
う
。
但
し
此
所
は
開
一
万
・
天
宝
の
交
に
来
投
し
た
払
浬
抹
輔
人
を
以
て
払
出
州
が
置
か
れ
た
地
で
あ
り
、
払
浬
州
は
小
高

句
麗
国
に
隷
属
せ
し
め
ら
れ
て
ゐ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
此
所
に
山
口
の
軍
団
を
置
い
た
と
す
れ
ば
、
相
互
の
関
係
に
就
い
て
一
考
し
て
お
く
必
要

が
あ
る
。

通
定
鎮
は
唐
の
東
北
端
に
置
か
れ
た
辺
境
の
鎮
で
あ
る
。
鎮
治
は
恐
ら
く
小
さ
な
米
務
で
あ
っ
た
で
あ
ら
う
が
、
そ
の
皆
域
は
者
地
に
向
つ

て
大
き
く
拡
が
っ
て
ゐ
た
で
あ
ら
う
。
払
混
戦
輯
人
は
そ
の
管
域
内
に
お
か
れ
た
が
、
鎮
の
治
所
を
居
住
地
と
し
て
ゐ
た
の
で
は
無
か
っ
た
の
で

あ
ら
う
。
そ
し
て
守
捉
は
鎮
城
に
置
か
れ
、
払
出
人
と
相
侵
す
こ
と
な
く
両
日
仔
し
て
ゐ
た
の
で
あ
ら
う
。
此
の
守
捉
も
亦
設
置
年
次
の
所
伝
が

な
い
。
恐
ら
く
懐
遠
・
鎮
閲
・
汝
羅
等
の
三
守
担
と
同
時
で
あ
っ
た
の
で
あ
ら
う
。

制

保

定

軍

新
唐
書
・
万
鎮
表
・
胸
州
の
天
宝
二
年
の
条
に

平
慮
軍
節
度
使
治
遼
西
故
城
。
副
都
護
領
保
定
軍
使
。

と
あ
る
が
、
叫
に
考
証
し
た
如
く
、
右
の
一
半
厳
軍
節
度
使
は
万
鎮
表
の
撰
者
が
原
資
料
に
安
東
部
護
府
と
ゐ
っ
た
の
を
政
て
改
作
し
た
ち
の
と

解
せ
ら
れ
る
か
ら
、
原
文
は

安
東
都
護
府
治
遼
西
故
域
。
副
都
護
領
保
定
軍
使
。

と
あ
っ
た
も
の
と
見
る
可
、
き
で
あ
る
。
何
れ
に
し
て
も
比
の
記
事
に
依
っ
て
保
定
軍
は
副
都
護
を
軍
使
と
す
る
重
要
ん
は
軍
団
で
あ
り
、
天
宝
二

年
に
は
置
か
れ
て
ゐ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
知
る
。
所
で
天
宝
元
年
の
軍
団
名
中
に
は
未
だ
そ
の
名
は
挙
げ
ら
れ
て
ゐ
な
い
の
で
ゐ
る
か
ら
、

保
定
軍
の
名
が
文
献
に
始
見
す
る
天
宝
二
年
は
即
ち
創
置
の
年
で
も
あ
っ
た
こ
と
と
な
る
。

玄
ポ
の
叩
ア
慮
市
節
v
皮
使
育
成
と
小
高
岡
崎
国
（
承
前
）

（
日
野
）



玄
米
の
平
巌
寧
節
皮
使
育
成
と
小
高
彪
国
（
承
前
）

（
日
野
）

天
宝
十
四
年
十
一
月
‘
叛
旗
を
献
し
て
自
ら
雨
下
し
た
安
禄
山
は
、
活
陽
（
幽
州
）
節
度
副
使
民
佑
を
し
て
沼
陽
を
、
平
虚
箪
節
度
副
使
呂

知
識
を
し
て
一
平
虚
を
、
別
将
官
両
秀
綴
を
し
て
大
同
を
、
そ
れ
そ
れ
留
守
せ
し
め
、
次
い
で
翌
至
徳
一
克
年
四
月
．
平
虚
の
目
知
講
を
し
て
安
東
副

，μνPγ
」

都
護
馬
霊
誉
を
誘
殺
せ
し
め
た
υ

こ
の
こ
と
密
資
治
通
鑑
J

ぷ
は

安
禄
山
使
平
慮
節
度
使
呂
知
海
誘
安
東
副
大
都
護
馬
軍
誉
殺
之
。

’hぷ
白
匂

J

と
し
、
単
に
副
都
護
馬
霊
誉
と
一
一
山
っ
て
ゐ
る
の
み
で
あ
る
が
、
旧
唐
審
問
一
介
劉
全
諒
伝
は

知
諮
逐
受
逆
命
。
誘
殺
安
東
副
都
護
・
保
定
軍
使
馬
霊
音
。
云
一
式
。

と
て
、
副
都
護
・
保
定
軍
使
馬
霊
警
と
一
五
っ
て
お
り
、
副
都
護
の
保
定
軍
使
兼
任
が
定
制
と
し
て
安
禄
山
の
挙
兵
迄
守
ら
れ
て
ゐ
た
こ
と
を
ぶ

し
て
ゐ
る
。
次
に
新
盾
書
時
十
侯
希
逸
伝
に

営
州
人
。
附
o

天
宝
末
為
州
枠
将
。
守
保
定
巧
安
禄
山
反
ω

使
中
人
特
朝
一
以
命
希
逸
、
斬
以
狗
ω

禄
山
又
以
’
淵
将
徐
一
帰
道
為
節
度
使
。

希
逸
率
兵
与
安
東
都
護
王
玄
志
斬
之
。
一
広
一
五
o

と
あ
っ
て
、
保
定
軍
使
馬
霊
習
の
被
殺
後
も
そ
の
部
将
供
希
逸
が
勤
王
側
に
立
ち
、

都
護
と
協
均
し
て
安
禄
山
側
に
立
っ
た
節
度
使
に
対
抗

し
、
此
れ
を
攻
め
殺
し
て
ゐ
る
ν

保
定
ω
阜
の
幹
部
の
か
う
し
た
吊
躍
は
強
力
な
保
定
箪
を
背
景
に
し
て
ゐ
た
か
ら
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
憾
む

ら
く
は
そ
の
位
置
を
明
か
に
す
る
こ
と
が
出
来
な
い
。
太
平
賓
宇
一
起
す
七
河
北
道
・
営
州
の
条
に
そ
の
四
至
人
到
を
記
し
て

東
南
五
保
定
寧
。
旧
安
東
都
護
府
。
二
百
七
十
型
。

と
あ
る
は
、
保
定
軍
に
治
し
て
ゐ
た
副
都
護
を
都
護
と
混
同
し
た
記
事
で
、
史
料
と
し
て
は
全
く
無
価
値
の
も
の
で
あ
る
υ

軍
使
た
る
副
都
護

が
勤
王
派
と
し
て
安
禄
山
側
の
平
慮
寧
節
度
使
に
誘
殺
せ
ら
れ
た
り
、
そ
の
将
兵
が
平
慮
寧
節
度
使
に
対
す
る
勤
王
側
の
攻
勢
の
先
頭
に
立
つ

た
り
し
て
ゐ
る
事
実
か
ら
推
せ
ば
、
そ
の
治
所
は
営
州
治
か
ら
余
り
遠
く
無
く
、
少
く
と
も
都
護
府
に
比
し
て
営
州
に
近
か
っ
た
の
で
は
な
い

か
と
の
推
測
が
抱
か
れ
る
。
詳
し
く
は
後
考
を
倹
っ
。



遼
西
地
区
内
の
軍
団
は
以
上
に
尽
き
る
。
あ
と
は
長
城
内
平
州
の
慮
龍
軍
と
撒
関
守
捉
と
で
あ
る
。

帥

虚

龍

翠

虚
龍
軍
に
就
い
て
は
天
宝
二
年
以
後
特
に
考
説
す
べ
き
変
遷
ば
無
か
っ
た
様
で
め
る
。

川
協
関
山
寸
捉

識
関
守
捉
に
就
い
て
も
附
言
す
べ
き
変
化
は
無
か
っ
た
様
で
あ
る
が
、
新
唐
書
の
地
理
士
山
に
此
の
ん
寸
捉
を
営
州
の
条
に
掲
げ
、
恰
る
営
州
の

域
内
に
置
か
れ
た
も
の
で
あ
る
か
の
如
く
扱
っ
て
居
る
こ
と
に
就
い
て
そ
の
所
以
を
考
案
し
て
お
く
。

論
関
は
惰
書
・
旧
唐
書
に
識
関
、
新
出
口
書
に
撒
関
・
検
閲
、
資
治
通
鑑
ヰ
一
一
一
ト
位
．
に
織
聞
と
記
し
、

A
r
p巴

修
永
平
府
志
イ
ベ
も
識
を
正
と
す
と
論
じ
て
ゐ
る
。
附
代
に
は
別
に
今
の
山
西
省
の
北
辺
に
檎
関
が
あ
り
、
そ
れ
と
の
混
同
を
避
け
る
意
味
で
は

同
問
註
は
「
倫
当
作
総
」
と
云
ひ
、

歪

撒
関
が
勝
っ
て
ゐ
る
が
、
別
に
何
れ
が
正
誤
で
あ
る
と
論
ず
る
担
の
こ
と
は
無
い
様
で
ゐ
る
。
検
閲
は
臨
（
林
）
檎
関
・
倫
林
関
等
と
も
呼
ば

れ
、
新
唐
香
川
一
一
世
理
士
山
・
河
北
道
・
平
州
・
石
城
県
の
条
に

石
城
県
。
本
臨
議
。
武
徳
七
年
省
。
貞
観
十
五
年
復
置
。
万
歳
通
天
二
年
夏
名
。
有
臨
識
開
。

一
名
臨
間
関
。
云
云
。

と
あ
る
如
く
、
唐
代
に
は
紛
れ
も
な
く
平
州
の
管
域
に
属
し
て
ゐ
た
。
今
の
山
海
闘
の
西
万
十
邦
型
の
地
に
当
り
、
階
居
の
高
句
麗
遠
征
軍
が

花
畑

遼
東
に
往
来
す
る
際
は
そ
の
都
度
此
所
を
通
過
し
て
お
り
、
当
時
の
満
華
交
通
幹
線
上
の
重
要
関
円
で
あ
っ
た
。
契
丹
の
侵
入
を
防
ぐ
上
に
色

長
城
線
地
帯
の
要
衝
で
、
識
関
守
捉
が
お
か
れ
た
の
は
そ
の
為
め
で
あ
る
。
所
で
同
じ
新
唐
書
・
地
理
志
の
営
州
の
条
下
に
は
泳
関
守
捉
の
名

を
あ
げ
、
営
州
の
西
四
百
八
十
用
に
在
り
と
記
し
、
恰
も
検
閲
守
捉
が
営
州
の
域
内
に
在
っ
た
か
の
如
く
取
扱
っ
て
ゐ
る
Q

但
し
右
の
西
は
正

し
く
は
南
西
で
あ
る
。
平
州
の
論
闘
は
長
城
に
近
く
、
そ
の
常
州
治
迄
の
距
離
は
布
に
云
ふ
四
百
八
十
引
に
略
々
当
っ
て
お
り
、
従
っ
て
営
州

の
西
（
南
）
四
百
八
十
里
と
云
ふ
説
明
は
誤
り
で
な
い
が
、
撒
関
守
捉
を
一
千
州
の
条
下
に
挙
げ
な
い
で
営
州
の
管
下
に
記
し
た
取
扱
ひ
は
明
か

に
大
き
な
誤
り
で
あ
る
。
然
ら
ば
何
故
に
此
の
様
な
誤
っ
た
取
扱
ひ
が
生
れ
て
来
た
の
か
。
翻
っ
て
天
宝
一
苅
年
の
十
節
度
使
総
叙
の
記
事
を
顧

玄
宗
の
平
鹿
軍
節
度
使
育
成
と
小
高
麗
国
（
承
前
）

（日野）



玄
京
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度
使
育
成
と
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高
麗
国
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日
野
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四

る
に
、

通
典
・
旧
唐
書
・
資
治
通
鑑
胡
註
の
三
番
共
に
識
関
守
捉
の
位
置
を
蛍
州
の
西
（
正
確
に
は
園
南
）
問
白
人
十
回
正
在
り
と
し
て
ゐ

る
。
比
れ
は
撒
関
守
担
が
平
虚
箪
節
度
使
に
属
す
る
軍
団
で
あ
っ
た
為
め
、
節
度
使
に
関
す
る
記
事
と
し
て
の
立
場
か
ら
そ
の
位
置
を
示
す
に

も
会
府
た
る
営
州
治
を
基
準
と
し
た
迄
で
、
撒
関
J

ザ
捉
が
営
州
管
内
に
在
っ
た
こ
と
を
意
味
し
た
も
の
で
は
な
い
。
新
麿
書
・
地
理
志
の
撰
者

は
迂
澗
に
も
此
の
こ
と
を
暁
ら
ず
、

「
営
州
の
西
四
百
八
十
里
」
の
記
事
を
営
州
治
の
西
四
百
八
十
旦
が
営
州
の
管
域
内
に
在
る
と
の
意
に
早

合
点
し
、
よ
っ
て
識
関
守
捉
を
営
州
の
条
下
に
入
れ
た
の
で
あ
ら
う
。

以
上
、
天
宝
二
年
以
後
に
於
け
る
平
慮
務
内
十
一
軍
団
の
個
々
に
就
い
て
の
考
説
を
詰
み
た
が
、
そ
の
結
果
、
二
年
以
後
の
増
置
に
か
か
る

新
軍
団
は
遼
西
地
区
の
七
で
、
そ
の
内
容
は
懐
遠
・
保
定
一
山
箪
と
安
東
・
汝
羅
－

E
閲
・
懐
遠
・
裏
一
半
の
五
守
捉
と
な
る
。
安
東
守
捉
は
軍
団

名
と
し
て
は
安
東
鎮
守
と
し
て
従
前
か
ら
登
場
し
て
ゐ
た
も
の
で
あ
る
が
、
二
年
に
比
れ
迄
箪
鎮
の
な
か
っ
た
遼
－
画
故
郡
城
に
移
っ
た
の
で
あ

る
か
ら
、
実
質
的
に
は
新
増
に
外
な
ら
ず
、
逆
に
右
五
守
捉
の
外
に
登
場
し
て
来
る
粥
郡
守
捉
は
軍
団
名
と
し
て
は
全
く
の
新
顔
で
あ
る
が
、

安
東
鎮
守
が
東
に
移
さ
れ
た
後
に
お
か
れ
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
実
質
的
に
は
新
増
と
は
な
ら
な
い
わ
け
で
あ
る
υ

平
虚
藩
内
の
軍
回
数
は

開
一
克
二
十
九
年
迄
は
僅
か
に
平
屋
軍
と
安
東
鎮
守
と
の
二
つ
に
す
ぎ
な
か
っ
た
の
が
、
翌
天
宝
一
五
年
に
は
平
州
の
虚
龍
箪
と
検
閲
守
捉
と
の
割

属
を
受
け
て
四
軍
団
と
な
り
、
翌
二
年
以
後
は
更
に
遼
西
地
区
内
に
七
軍
団
の
新
増
が
め
っ
て
都
合
十
一
寧
団
に
達
し
た
。
新
設
七
軍
団
の
う

ち
、
設
置
年
次
の
明
か
な
懐
遠
・
保
定
の
二
軍
と
安
東
守
捉
と
は
天
宝
二
年
で
あ
る
。
し
て
見
る
と
天
宝
一
二
年
は
平
虚
落
の
軍
団
が
急
増
せ

ら
れ
た
時
期
で
あ
っ
た
こ
と
と
な
り
、
延
い
て
は
設
置
年
次
不
明
の
汝
縦
－

Z
悶
・
懐
遠
・
裏
平
の
四
守
捉
も
恐
ら
く
は
や
は
り
天
宝
二
年
で

あ
っ
た
の
で
あ
ら
う
と
の
推
測
が
抱
か
れ
る
。
天
宝
元
年
か
ら
三
年
迄
は
平
虚
藩
の
独
立
時
代
で
あ
り
、
然
も
節
度
使
は
一
世
の
怪
傑
安
禄
山

で
あ
っ
た
。
七
軍
団
の
新
増
設
と
云
ふ
大
軍
拡
は
か
う
し
た
条
件
の
下
に
於
い
て
初
め
て
可
能
で
あ
っ
た
と
考
へ
ら
れ
る
か
ら
、
右
四
守
担
の

天
宝
二
年
設
置
と
す
る
推
測
は
当
ら
ず
と
雄
も
遠
く
は
あ
る
ま
い
。

平
慮
藩
管
下
諸
寧
固
に
就
い
て
の
個
々
の
考
察
は
以
上
に
尽
き
る
。
個
々
の
考
察
を
通
じ
て
云
へ
る
最
大
の
問
題
点
は
天
宝
元
年
か
ら
二
年



に
か
け
て
の
大
軍
拡
で
、
そ
れ
が
如
何
な
る
要
請
に
応
じ
、
如
何
な
る
目
的
を
以
て
行
は
れ
、
落
の
発
展
に
ど
の
様
な
関
係
を
有
っ
て
ゐ
た
か

が
新
に
考
察
の
対
象
と
な
っ
て
来
る
。

第
三
項

天
宝
初
年
大
軍
拡
の
意
義

天
宝
元
年
よ
り
翌
二
年
に
か
け
て
行
は
れ
た
．
平
虚
務
の
大
軍
拡
に
於
い
て
故
大
の
問
題
点
と
な
る
の
は
、
二
年
に
於
け
る
七
単
聞
の
増
設
で

み
の
る
。
元
年
の
増
領
二
軍
は
幽
州
か
ら
在
来
の
軍
団
を
割
属
せ
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、
何
れ
も
長
域
内
に
在
っ
た
の
に
対
し
二
一
年
の
増
設
七
軍

団
は
悉
く
新
設
で
あ
り
、
然
も
長
城
外
遼
西
地
区
に
あ
る
も
の
ば
か
り
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
こ
で
先
づ
比
の
新
設
七
軍
聞
に
就
い
て
そ

の
意
義
を
考
へ
て
見
る
。

新
設
七
軍
団
の
う
ち
、
所
在
の
不
明
な
保
定
寧
を
除
く
他
の
六
寧
団
を
そ
の
位
宣
に
就
い
て
見
る
に
、
山
女
京
都
誕
肘
部
下

ω安
東
守
捉
を
初

め
汝
羅
・
広
一
間
・
懐
遠
・
裏
一
半
の
諸
山
寸
捉
、
共
せ
て
五
軍
団
が
遼
西
故
郡
城
及
び
そ
れ
以
東
の
地
に
置
か
れ
、
そ
の
先
端
を
な
す
懐
遠
・
亙
闇

・
裏
平
の
三
守
捉
は
小
高
句
麗
国
と
の
境
界
線
た
る
遼
河
に
近
い
地
点
に
在
っ
た
。
従
っ
て
此
れ
ら
五
守
捉
の
設
置
は
主
と
し
て
小
高
句
麗
万

面
に
対
す
る
軍
事
力
の
強
佑
を
目
的
と
し
て
ゐ
た
も
の
と
見
る
を
得
ょ
う
。
旧
と
の
安
東
鎮
守
の
あ
と
に
置
か
れ
た
燕
郡
守
捉
も
遼
西
故
郡
城

の
安
東
都
護
府
か
ら
西
万
四
十
里
に
当
り
、
百
八
十
里
の
距
離
を
も
っ
営
州
よ
り
も
数
倍
都
議
附
に
近
か
っ
た
υ

安
東
副
都
護
が
軍
使
と
な
っ

て
ゐ
た
保
定
躍
も
、
そ
の
位
置
は
不
明
で
あ
る
と
し
て
も
、
蛍
州
よ
り
も
都
議
附
に
近
記
レ
て
ゐ
た
と
見
て
誤
り
な
い
で
あ
ら
う
。
都
護
府
よ

り
も
営
州
に
近
か
っ
た
の
は
懐
遠
軍
只
一
つ
で
あ
る
。
所
で
惰
の
大
業
人
年
、
場
帝
が
遼
西
郡
を
設
け
、
粟
末
誌
報
人
突
地
稽
を
太
守
と
し
、

ゆ七

の
一
党
の
力
を
以
て
大
高
句
麗
の
西
侵
に
対
抗
せ
し
め
ん
と
し
た
時
、
郡
の
所
管
と
せ
ら
れ
た
遼
困
（
郭
下
）
櫨
河
・
懐
遠
の
三
県
は
そ
れ
ぞ

れ
安
東
都
護
府
（
安
東
守
担
）
燕
郡
守
担
及
び
州
以
遠
箪
の
所
在
地
で
あ
っ
た
υ

つ
ま
り
此
れ
ら
三
箪
団
の
地
は
遼
東
勢
力
の
西
侵
を
防
ぐ
大
凌

河
の
天
険
に
沿
ふ
要
衝
で
、
特
に
安
東
都
護
府
の
地
は
そ
の
中
、
む
を
な
し
て
ゐ
た
の
で
あ
る
Q

此
の
様
に
考
へ
る
と
、
懐
遠
軍
・
燕
郡
守
捉
の
設

置
に
も
小
高
句
麗
万
買
に
備
へ
る
意
味
が
合
ま
れ
て
ゐ
た
と
昆
て
誤
り
な
い
で
あ
ら
う
ω

勿
論
、
懐
遠
軍
や
燕
郡
守
捉
は
契
丹
に
備
へ
る
箪
鎖

玄
宗
の
平
鹿
箪
節
度
使
育
成
と
小
高
麗
国
（
承
前
）

（
日
野
）
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野
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一
六

と
し
て
の
役
割
を
も
持
た
さ
れ
て
ゐ
た
で
あ
ら
う
が
、
遼
東
の
勢
力
に
備
へ
る
役
割
を
無
視
し
て
は
な
ら
ぬ
。

新
設
の
諸
軍
鎮
は
大
凌
河
流
域
以
東
、
即
ち
遼
西
地
区
の
東
部
に
集
中
し
て
お
り
、
従
っ
て
そ
の
所
管
州
府
は
営
州
と
見
る
よ
り
も
州
絡
と

し
て
の
都
護
府
で
あ
っ
た
と
解
す
べ
き
で
あ
ら
う
。
新
設
の
出
向
箪
鎮
は
燕
郡
守
捉
と
共
に
都
護
府
治
争
中
心
と
し
て
そ
の
周
凶
を
取
巻
い
た
形

で
散
在
し
て
ゐ
る
。
新
唐
書
の
地
理
志
は
安
東
・
懐
遠
・
保
定
の
一
守
捉
二
軍
の
み
を
州
格
と
し
て
の
都
護
府
の
管
域
内
に
お
き
、
裏
平
・
亙

聞
・
懐
遠
・
汝
羅
の
四
守
捉
を
営
州
の
管
域
内
に
置
い
て
ゐ
る
が
、
四
守
捉
を
営
州
管
内
に
置
く
は
そ
れ
ら
の
位
置
に
視
て
頗
る
不
合
理
で
、

先
に
も
述
べ
た
如
く
漁
関
守
捉
を
営
州
管
内
に
置
い
て
ゐ
る
の
と
同
様
、
地
理
志
の
撰
者
の
謬
見
と
云
ふ
外
な
い
。
懐
遠
寧
を
都
護
府
の
管
域

内
に
置
い
て
ゐ
る
の
は
、
嘗
て
隔
の
遼
西
郡
が
懐
遠
県
を
管
し
て
ゐ
た
史
実
か
ら
推
せ
ば
肯
け
な
い
こ
と
は
な
い
。

燕
郡
守
担
も
同
様
で
み
の

る
。
か
く
て
州
格
と
レ
て
の
都
護
府
の
管
域
は
新
設
の
七
軍
鎮
及
び
廿
州
市
守
捉
の
所
在
地
を
包
括
す
る
頗
る
広
大
な
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
を
知

る
。
比
の
広
大
な
管
域
に
対
す
る
州
格
と
し
て
の
都
護
府
の
行
政
力
は
多
数
軍
鎮
の
布
置
に
よ
っ
て
速
に
浸
透
し
た
答
で
あ
る
。
天
宝
一
苅
年
の

営
州
の
管
戸
数
は
九
百
九
十
七
、
燕
郡
に
在
っ
た
都
護
府
の
管
戸
数
は
一
千
五
百
八
十
二
で
、
共
に
一
千
一
戸
前
後
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
都
護

府
東
遷
後
の
管
戸
数
が
五
千
七
百
十
八
に
も
達
し
て
ゐ
る
の
は
、
か
う
し
た
広
大
な
地
域
に
対
す
る
行
政
力
の
浸
透
の
結
果
で
あ
ら
う
。

新
設
諸
軍
団
が
何
れ
も
小
高
句
麗
万

E
に
備
へ
る
為
め
の
も
の
で
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
総
数
七
に
J
F
O
表
ぷ
軍
団
の
新
設
は
唐
の
東
北
政
策
の

重
点
が
大
き
く
遼
東
の
経
営
に
移
さ
れ
た
こ
と
を
意
味
す
る
。
遼
東
の
経
営
に
直
接
当
っ
て
ゐ
た
の
は
安
東
都
議
府
で
あ
る
。
安
東
都
護
府
が

東
に
徒
り
、
そ
の
移
転
の
年
が
七
軍
団
増
置
と
時
を
同
じ
う
し
、
共
に
天
宝
二
年
で
み
の
っ
た
所
以
は
右
の
如
き
事
情
に
在
っ
た
の
で
ゐ
る
。

七
軍
団
の
増
設
に
際
し
て
は
当
然
兵
員
の
増
募
が
あ
り
、
平
虚
藩
の
総
兵
力
は
増
し
た
こ
と
と
思
は
れ
る
が
、
平
慮
軍
や
安
東
鎮
守
か
ら

分
遣
せ
ら
れ
た
も
の
と
あ
っ
た
筈
で
あ
る
か
ら
、
七
家
間
の
兵
数
が
そ
っ
く
り
そ
の
ま
ま
平
成
部
の
兵
数
増
加
で
め
っ
た
と
は
一
五
へ
な
い
。
先

掲
の
新
唐
書
問
酔
侯
希
逸
伝
に
彼
が
営
州
の
御
将
と
し
て
保
定
城
を
守
っ
て
ゐ
た
と
あ
る
は
平
底
箪
将
兵
の
新
箪
鎮
へ
の
分
遣
の
例
で
ゐ
る
。

然
し
か
う
し
た
分
遣
は
新
寧
鎮
創
設
の
際
の
処
置
で
、
各
軍
鎮
完
成
後
は
自
給
自
足
の
態
勢
に
移
り
、
叉
平
虚
宮
中
も
補
填
せ
ら
れ
、
結
局
、
平



慮
藩
総
兵
力
の
大
増
強
と
な
っ
た
で
あ
ら
う
。

新
設
七
軍
団
及
び
燕
郡
守
捉
の
所
在
地
は
州
格
と
し
て
の
安
東
都
護
府
の
管
域
で
あ
っ
て
も
、
軍
団
そ
の
も
の
は
総
て
節
度
使
に
直
隷
し
て

ゐ
た
わ
け
で
あ
る
。
然
し
八
軍
団
が
都
護
府
の
管
域
内
に
所
在
し
、
遼
東
に
備
へ
る
意
味
で
都
護
府
を
援
け
て
行
か
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
役
割
ぞ

負
は
さ
れ
て
ゐ
た
と
す
れ
ば
、
八
箪
聞
と
都
謹
府
と
の
関
係
は
当
然
濃
・
留
な
も
の
と
な
る
。
仮
に
都
護
と
節
度
使
と
が
衝
突
し
た
場
合
、
都
護

の
立
場
は
有
利
と
な
り
、
そ
れ
だ
け
都
護
府
に
対
す
る
節
度
使
の
威
権
は
弱
佑
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
そ
れ
は
藩
政
の
運
営
に
支
障
を
来
す
恐
れ

が
め
り
、
叉
奨
・
契
丹
が
動
揺
し
た
際
の
節
度
使
の
作
戦
に
も
影
響
す
る
所
な
し
と
し
な
い
。
か
う
し
た
節
度
使
の
都
護
に
対
す
る
相
対
的
な

威
権
の
弱
佑
ぞ
補
強
せ
ん
と
し
た
の
が
平
州
管
下
の
虚
随
軍
及
び
檎
関
守
捉
の
割
属
、
兵
力
に
し
て
一
万
三
千
人

ω転
属
で
あ
っ
た
と
忠
は
れ

る
。
つ
ま
り
天
宝
元
年
の
平
州
及
び
そ
の
管
下
二
軍
鎮
一
万
三
千
人
の
幽
州
節
度
使
か
ら
の
転
属
は
翌
年
に
於
け
る
遼
西
地
区
東
部
の
七
軍
同

い
は
ば
そ
の
前
段
階
を
な
す
も
の
で
み
の
っ
た
と
解
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
尚
安
東
都
護
と
節
度
使
と
の
対
立
は
安

禄
山
の
叛
乱
を
機
と
し
て
現
実
化
す
る
の
で
あ
る
が
、
此
の
こ
と
に
就
い
て
は
章
節
を
更
め
て
詳
考
す
る
。

新
設
に
連
る
処
置
で
あ
り
、

創
設
以
来
、
大
突
厩
F

帝
国
の
威
力
を
背
景
と
し
て
暴
掠
を
遅
し
く
し
て
来
た
契
丹
・
柔
に
対
す
る
防
制
を
諸
問
の
活
動
の
中
心
と
し
て
ゐ
た
一
千

産
軍
節
度
使
が
天
宝
元
年
を
界
と
し
て
そ
の
重
点
を
大
き
く
東
万
の
満
洲
対
策
に
転
換
し
た
の
は
、
先
づ
第
一
に
突
版
帝
国
が
開
元
末
に
瓦
解

し
、
そ
れ
に
従
っ
て
契
丹
・
奨
の
暴
掠
も
弱
ま
り
、
対
契
丹
・
柔
防
制
の
労
苦
か
ら
解
放
せ
ら
れ
た
為
め
で
あ
り
、
第
二
に
此
の
突
販
の
互
解

に
乗
ず
る
働
海
の
北
進
政
策
が
逮
か
に
活
滋
と
な
り
、
満
洲
の
形
勢
に
大
変
佑
を
来
し
た
為
め
で
あ
る
3

既
に
詳
論
し
た
如
く
、
激
海
ば
純
通

古
斯
系
幹
輯
諸
旗
併
呑
の
宿
願
を
達
成
す
べ
く
北
征
を
敢
行
し
、
鉄
利
・
越
喜
・
払
浬
等
の
有
力
諸
部
を
悉
く
征
服
し
て
直
轄
領
民
と
し
、
彼

等
の
う
ち
の
反
抗
分
子
は
逃
れ
て
唐
に
投
じ
、
唐
は
そ
れ
ら
の
来
奔
諸
部
人
を
遼
東
に
置
い
て
小
高
句
麗
国
の
民
に
編
入
し
た
。
遼
西
地
区
東

部
に
軍
聞
を
充
実
し
、
小
高
句
麗
国
と
の
国
境
に
威
圧
的
な
寧
容
を
布
い
た
の
は
、
来
奔
の
昧
輔
諸
部
人
が
小
高
句
麗
圏
内
で
妄
動
す
る
の
を

監
視
し
、
更
に
勤
海
の
新
興
威
力
を
眼
の
あ
た
り
に
見
た
同
一
民
族
の
小
高
句
麗
国
自
身
が
此
れ
に
帰
向
す
る
を
遍
止
せ
ん
と
し
た
も
の
で
、

玄
宗
の
平
鹿
寧
節
度
使
育
成
と
小
高
麗
国
（
承
前
）

（日野）

七



玄
宗
の
平
慮
箪
節
度
使
育
成
と
小
高
麗
国
（
承
前
）

（
日
野
）

八

か
う
し
た
遼
東
対
策
と
し
て
の
寧
団
新
設
が
懐
遠
や
燕
郡
に
迄
及
ん
で
ゐ
た
の
は
、
純
通
百
斯
系
幹
輔
諸
族
の
入
唐
路
が
扶
余
か
ら
懐
遠
に
至

る
街
道
で
あ
り
、
懐
遠
及
び
そ
の
背
後
の
燕
郡
の
固
め
が
忽
せ
に
出
来
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
つ
ま
り
天
宝
初
年
に
於
け
る
平
虚
藩
の
軍
団

増
加
に
よ
る
大
軍
拡
は
、
突
厩
帝
国
の
瓦
解
を
機
と
し
て
展
開
せ
ら
れ
た
東
北
辺
外
の
形
勢
の
急
変
、
即
ら
従
来
の
契
丹
・
柔
に
代
る
溺
海
の

強
大
佑
に
即
応
し
た
も
の
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
此
の
大
仕
事
を
断
行
し
て
の
け
た
の
は
安
禄
山
で
あ
る
が
、
比
の
時
既
に
彼
が
禍
心
を
包
蔵

し
、
軍
拡
も
一
一
崩
に
於
い
て
決
起
の
日
に
備
へ
る
意
図
を
有
し
て
ゐ
た
か
否
か
は
明
か
で
な
い
。

営
・
平
二
州
に
在
る
在
来
四
軍
鎮
の
兵
力
は
三
万
七
千
五
百
人
で
、

一
軍
団
の
平
均
は
九
千
余
人
と
な
る
ο

新
設
七
軍
団
の
平
均
が
此
の
様

に
大
き
い
も
の
で
あ
っ
た
と
は
考
へ
ら
れ
な
い
が
、
然
し
鎮
成
の
如
き
数
百
人
以
下
の
小
規
模
な
も
の
で
な
か
っ
た
こ
と
も
紛
れ
な
い
、
天
宝
元

年
の
十
節
度
使
管
下
諸
軍
鎮
の
兵
数
を
見
る
に
、
剣
南
・
嶺
南
の
西
南
両
境
の
ニ
藩
を
除
く
北
辺
入
藩
に
於
い
て
は
一
軍
団
の
平
均
五
千
余
（
臨

右
）
か
ら
一
万
余
（
沼
陽
）
に
も
達
し
、
従
っ
て
一
二
千
程
度
の
小
規
模
な
も
の
は
ひ
し
ろ
稀
で
あ
る
。
所
謂
軍
鎮
の
う
ち
で
寧
は
概
し
て
規
模

が
最
も
大
き
く
、
天
宝
元
年
の
北
辺
人
節
度
使
管
下
の
寧
を
通
観
す
る
と
、
千
人
程
度
の
も
の
も
絶
無
で
は
な
い
が
概
ね
数
千
か
ら
多
き
は
三

万
を
越
え
て
ゐ
る
者
さ
へ
あ
る
。
逆
に
守
担
は
概
し
て
規
模
が
最
も
小
さ
く
、
八
藩
管
下
の
う
ち
に
も
千
人
を
割
る
も
の
さ
へ
あ
る
が
、
そ
れ

は
寧
ろ
例
外
的
で
、

一
般
に
は
少
く
と
も
千
人
を
越
え
、
多
き
は
七
千
人
を
越
え
る
も
の
さ
へ
あ
る
、
天
宝
以
後
増
置
の
軍
鎮
は
か
う
し
た
平

均
規
槻
を
下
廻
っ
て
小
型
佑
し
た
か
の
観
が
あ
る
が
、
そ
れ
で
も
尚
千
人
を
割
る
の
は
例
外
的
な
も
の
で
あ
っ
た
と
云
へ
る
。
此
の
様
に
見
て

来
る
と
、
新
設
の
平
慮
七
軍
団
も
補
給
そ
の
他
の
事
情
か
ら
一
様
に
大
型
で
あ
っ
た
と
は
見
難
く
、
都
護
府
の
安
東
守
捉
、
副
都
護
兼
任
の
保

定
軍
、
嘗
て
副
節
度
使
の
治
所
と
な
っ
て
ゐ
た
懐
遠
軍
等
を
除
く
他
の
四
守
捉
は
恐
ら
く
小
型
で
あ
っ
た
で
あ
ら
う
。
小
型
四
軍
団
の
兵
力

合
計
ぞ
少
く
五
千
と
仮
定
し
、
他
の
三
寧
団
の
合
計
金
一
万
と
見
て
も
、
少
く
と
も
一
万
五
千
に
は
達
し
て
ゐ
た
こ
と
と
な
る
。
或
は
も
っ
と

多
か
っ
た
か
も
知
れ
な
い
。
と
す
れ
ば
忽
ち
問
題
と
な
る
の
は
、
平
慮
務
の
経
済
的
弱
髄
性
か
ら
し
て
、
当
然
務
外
か
ら
の
補
給
で
あ
っ
た
告

で
あ
る
。
天
宝
年
聞
に
補
給
の
為
め
の
陸
海
両
運
使
が
併
置
せ
ら
れ
て
ゐ
た
所
以
は
比
の
軍
拡
に
求
む
可
、
き
で
あ
る
。
地
理
的
に
見
て
陸
連
使



は
営
平
ニ
州
の
四
軍
鎮
の
補
給
、
海
運
使
は
都
護
府
管
域
内
の
七
箪
鎮
（
但
し
懐
遠
軍
は
事
情
や
や
奥
る
）
の
補
給
を
主
と
し
て
ゐ
た
と
考
へ

ら
れ
る
。
都
護
府
管
域
内
の
兵
力
が
補
給
を
海
運
に
依
っ
て
ゐ
た
こ
と
は
安
史
の
乱
の
推
移
に
大
き
く
影
響
し
て
ゐ
る
の
で
、
敢
て
此
所
に
そ

れ
を
指
摘
し
て
お
く
。

第
六
節
平
庫
軍
節
度
使
の
強
化
と
小
高
句
麗
国
の
制
圧

平
虚
軍
節
度
使
は
玄
宗
が
激
動
す
る
東
北
辺
外
の
形
勢
に
対
応
し
て
辺
防
を
処
理
し
て
行
く
為
め
の
第
一
線
武
力
機
関
と
し
て
長
域
外
遼
西

地
区
に
育
成
し
た
も
の
で
あ
り
、
従
っ
て
平
虚
藩
の
推
移
に
は
東
北
辺
外
の
形
勢
の
変
佑
と
此
れ
に
処
す
る
唐
の
対
策
と
が
常
に
反
映
し
て
ゐ

た
紘
一
向
で
あ
る
。
平
慮
藩
の
沿
革
を
そ
の
置
廃
・
職
責
・
構
成
・
領
州
・
箪
団
等
か
ら
隣
務
陶
州
節
度
使
と
の
関
係
に
至
る
迄
詳
細
に
考
察
し
た

の
は
、
小
高
句
麗
を
中
心
と
し
て
そ
の
周
辺
に
展
開
せ
ら
れ
た
東
北
辺
外
の
大
き
な
動
き
が
唐
朝
に
於
い
て
ど
の
様
に
把
へ
ら
れ
、
ど
の
様
に

対
処
せ
ら
れ
て
ゐ
た
か
を
究
明
せ
ん
が
為
め
で
あ
る
。
東
北
辺
外
の
形
勢
の
推
移
そ
の
も
の
に
就
い
て
は
、
突
廠
の
興
亡
、
契
丹
の
暴
掠
、
溺

海
・
綜
輔
の
抗
争
等
を
中
と
心
し
て
既
に
詳
考
し
た
所
で
、
此
所
で
は
そ
れ
ら
の
動
き
が
平
慮
軍
節
度
使
に
ど
の
様
に
反
映
し
、
叉
本
務
が
ど

の
様
に
対
応
し
て
行
っ
た
か
と
云
ふ
点
を
考
察
の
中
心
と
す
る
。
先
づ
此
れ
迄
に
考
説
し
た
一
平
虚
務
の
沿
革
を
そ
の
置
廃
・
離
合
・
領
州
・
軍

団
等
に
就
い
て
表
示
す
る
に
左
の
如
く
で
あ
る
。

平

鹿

軍

節

度

使

年

表

－

年

号

一

西

暦

一

躍

廃

沿

革

一

領

州

沿

↑
関
一
苅
五
年
一
七
一
七
一
世
平
憶
軍

一
τ仔
↑
同

一
同

七
年

七

ブL

別
院
平
慮
務

川
中
山
・
泣
・
純
一
州
・
安
一
束

護
府
（
燕
郡
）

税
一
郡
経
路
鎮
は
安
東
鎮
守
と
な
る

革

沿

サ

ヰ

備

考

平
慮
軍
・
燕
郡
経
時
鋲

U
疋
歳
九
日
州
恢
復

軍

団

一
六
年

七

八

此
の
頃
よ
り
幽
州
溶
の
一
元
指
揮

二

O
年

七

廃
藩
o
幽
州
滞
に
併
入

泣
・
ポ
…
州
際
止

玄
宗
の
平
慮
軍
節
度
使
育
成
と
小
高
一
麗
国
（
承
前
）

（円野）

ブL



同

二
七
年

玄
宗
の
平
康
軍
節
度
使
育
成
と
小
高
麗
国
（
承
前
）

復
滋
。
独
立

（
日
野
）

二
O

平

州

哨

領

一

都
護
府
を
遼
商
故
都
城
一

に

後

す

一

天

宝

三

年

七

四

四

一

幽

州

藩

の

一

元

指

揮

一

一
平
康
一
室
章
・
綜
潟
（
溺
海
・
黒
水
以
下
諸
猷
鴇
）
両
蕃
（
契
丹
・
奨
）
小
高
句
麗
管
内
諸
蕃
等
の
健
制
鎮
撫

職

任

下

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1－－

i
l－－

I
l
l
i
t－
－

－

－

－

l
i
l
i－－

1
1
1
1
1
1
1
一

一
幽
州
一
平
鹿
を
背
後
よ
り
支
援
（
突
動
は
主
と
し
て
梁
・
契
丹
と
の
対
抗
）

軍
団
は
武
力
機
関
た
る
節
度
使
の
生
命
で
あ
る
の
で
、
特
に
取
出
し
て
左
に
表
示
し
て
お
く
。

同

二
九
年

天
宝
一
苅
年

天

宝

二

年

日、H営同安
一
栄
都
護
府

同同同同同同

七
三
九

’じ
四

陥
州
灘
の
一
一
万
指
揮

独
立
専
任

七
日司
七
四
三

名

軍

平

鹿

箪

節

度

使

管

下

策

団

一

次

援
砲
軍
・
漁
関
守
捉
明
領

安
一
束
守
捉
東
移
。
二
軍
五
守
拠
哨
慌

州f

慮｜問！

軍｜三｜
関心役

スjI w, 
五 11同

年｜年

主：附｜
七｜隠｜
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地
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平

｜司

軍

懐

遠

天

変

二

年

安

東

守

挺

関
一
苅
七
年

軍

保

定

天
円
五
二
年

汝

緩

守

捉

同

誠
一
郡
守
捉

1,1] 

懐

迷

守

捉

r,-i] 

恵

問

守

挺

裏

平

守

捉

同

七
四
三

順
化
州

燕
郡
、
後
ち
迷

西
故
郡
城

遼
両
故
郡
城
附

近
7
汝
羅
城

七

九

七
四
三
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JI脂

邪
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同

医
座
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l司

通
定
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四
角
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義
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里

大
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作

ゴr工予i{l議
録i山川 I目、lコートノn
；；：凶iift

警万完

遼
演
塔



汁l

慮
船
田
早
－
ズ
宝
一
苅
年

七
114 

i~ 閲

111 
海
関
西
方
十
J[i 
里

平関
守ji;
捉ー
とff
改l巨l
名'iir
。平

天鋲
宝守
7G。
年同
升七
箪年
」じ

平
州
治

鷹
龍
制
対

総

関

守

挺

一

不

19~ 

表
に
就
い
て
訟
も
注
目
を
悲
く
の
は
一
平
成
務
が
胸
州
と
不
可
離
の
関
係
を
も
っ
て
ゐ
た
こ
と
で
あ
る
u

創
部
か
ら
安
禄
山
挙
兵
の
一
大
宝
末
に

主
る
三
十
七
年
間
（
七
一
九

t
七
五
五
）
に
於
い
て
平
慮
滞
の
独
史
時
代
は
僅
か
に
十
三
年
、
残
り
の
二
十
四
年
は
幽
州
の
支
配
下
に
お
か
れ

て
ゐ
る
Q

か
う
し
た
自
主
性
の
喪
失
は
務
鋲
に
取
っ
て
最
も
致
命
的
な
打
撃
で
あ
り
、
そ
れ
だ
け
に
最
も
深
刻
な
辺
外
情
勢
の
反
映
で
あ
っ
た

と
見
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
よ
っ
て
此
の
幽
州
務
と
の
離
合
を
中
心
と
し
つ
つ
平
慮
溝
の
推
移
と
辺
外
情
勢
と
の
関
係
を
考
察
し
て
行
く
こ
と
と

す
る
。
此
の
立
場
に
立
っ
た
場
合
、
平
虚
務
の
沿
革
は
大
関
四
期
に
分
つ
こ
と
が
出
来
る
υ

第
一
期
は
開
一
苅
七
年
か
ら
十
五
年
迄
の
九
年
間
で
、

創
置
独
立
の
時
代
、
第
二
期
は
同
十
六
年
か
ら
二
十
六
年
迄
の
十
一
年
間
で
、
幽
州
の
一
元
指
揮
の
時
代
、
特
に
二
十
年
以
後
は
平
慮
の
廃
藩

に
迄
進
ん
で
お
り
、
第
三
期
は
二
十
七
年
か
ら
天
宝
二
年
迄
の
五
年
間
で
、
中
聞
に
二
十
九
年
の
一
元
指
揮
が
挟
ま
れ
て
ゐ
る
が
、
大
体
に
於

い
て
復
務
独
立
の
時
代
で
あ
り
、
第
四
期
は
天
宝
三
年
か
ら
十
四
年
迄
の
十
二
年
間
で
、
陶
州
の
一
元
指
揮
の
時
代
で
あ
る
。

第
一
期
は
岡
元
五
年
に
契
丹
か
ら
奪
凶
し
た
遼
西
に
一
平
虚
藩
を
創
置
し
、
満
洲
へ
の
通
路
と
し
て
の
遼
西
を
確
保
し
て
契
丹
・
奨
・
小
高
句

蝉
・
揃
海
・
株
鞠
諸
部
等
を
制
川
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
大
突
厩
・
帝
国
の
左
替
を
切
断
す
べ
き
態
勢
を
整
へ
た
時
代
で
あ
る
。
遼
西
の
奪
回
は
先

に
別
天
武
店
の
時
こ
れ
を
喪
失
し
た
そ
の
日
か
ら
唐
が
宿
願
と
し
て
来
た
所
で
あ
り
、
そ
れ
が
開
元
五
年
に
達
成
せ
ら
れ
た
の
は
、
久
し
く
唐

を
川
迫
し
て
来
た
突
臓
の
巨
品
開
黙
畷
可
汗
が
老
表
し
て
開
元
問
年
に
部
下
に
殺
さ
れ
、
そ
の
前
後
数
年
に
わ
た
っ
て
突
．
欧
の
抗
力
に
甚
し
い
減

退
を
来
し
て
ゐ
た
為
め
で
あ
る
υ

此
の
期
間
の
一
平
虚
務
の
兵
力
は
一
平
虚
翠
・
安
東
鎮
守
の
二
軍
鋲
と
若
干
の
鋲
成
と
よ
り
成
る
推
定
二
万
前
後

に
す
ぎ
ず
、
河
西
の
赤
水
軍
三
万
三
千
人
、
河
東
の
天
平
寧
三
万
人
等
に
比
す
れ
ば
一
軍
に
も
及
ば
な
か
っ
た
。
か
か
る
小
濯
が
独
立
よ
く

そ
の
使
命
を
泉
し
得
た
の
は
、
同
人
．
肱
の
長
年
に
わ
た
る
山
政
へ
の
反
接
と
し
て
突
．
販
の
衰
退
を
見
た
東
北
の
諸
小
勢
力
が
進
ん
で
唐
に
帰
属
し

玄
宗
の
平
鹿
箪
節
度
使
育
成
と
小
高
麗
国
（
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た
か
ら
で
あ
る
。
然
し
足
下
に
勤
停
を
以
て
鳴
る
奨
・
契
丹
の
本
土
を
控
へ
、
更
に
遠
く
満
洲
の
閣
制
煤
に
当
る
安
東
都
護
府
を
抱
い
て
ゐ
た
平

慮
の
職
責
は
余
り
に
も
，
大
き
く
、
此
れ
に
対
す
る
二
万
前
後
の
兵
力
は
余
り
に
も
小
さ
く
、
然
も
箪
拡
は
補
給
の
面
か
ら
望
み
雑
く
、
こ
こ
に

平
慮
漏
の
将
来
は
多
難
な
る
べ
き
こ
と
が
予
見
せ
ら
れ
て
ゐ
た
。
第
二
期
は
此
の
予
見
せ
ら
れ
た
危
倶
が
現
実
と
な
っ
て
現
れ
た
時
代
で
あ

る
黙
畷
可
汗
の
老
衰
被
殺
に
よ
っ
て
一
時
衰
退
し
た
突
阪
は
此
伽
可
汗
の
下
に
倍
旧
の
勢
を
以
て
盛
返
し
、
塞
外
を
制
覇
し
、
玄
宗
の
大
唐
を
も

注
加

圧
倒
し
た
。
突
厩
の
勢
力
を
最
も
鋭
敏
に
感
受
す
る
契
丹
は
忽
ち
此
れ
に
附
し
、
そ
の
臣
官
可
突
子
の
一
一
派
が
開
元
十
三
年
頃
よ
り
不
穏
な
勤

き
を
初
め
、
実
も
此
れ
に
同
調
し
、
開
元
十
八
年
に
は
親
唐
派
の
契
丹
酋
長
李
部
間
を
殺
し
、
唐
か
ら
降
嫁
し
た
彼
の
妻
東
離
公
主
を
一
半
胞
に

奔
ら
せ
た
。
一
半
胤
が
開
一
万
十
五
六
年
の
頃
か
ら
綱
州
の
一
元
指
閣
下
に
入
り
両
法
一
体
の
作
戦
体
制
に
入
っ
た
の
は
、
平
庖
の
過
少
兵
力
の
み

で
は
か
か
る
形
勢
に
対
抗
出
来
な
く
な
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
契
丹
・
奨
の
政
胞
は
益
々
隠
し
く
、
府
は
開
元
二
十
年
に
大
征
討
軍
を
起
し
て
決

戦
を
挑
ん
だ
が
、
可
突
子
は
巧
に
遠
遁
し
て
鋭
鋒
を
か
は
し
た
だ
け
で
、
唐
寧
班
師
の
現
二
十
一
年
に
は
早
く
も
来
冠
し
た
。
二
十
年
の
平
鹿

の
廃
灘
、
尚
州
へ
の
併
入
は
か
う
し
た
契
丹
・
柔
の
暴
掠
に
対
す
る
非
常
対
策
の
意
味
を
も
っ
。
尚
此
の
宵
側
の
非
勢
は
湖
海
に
も
利
用
せ
ら

れ
、
店
の
東
北
橋
燦
は
採
々
危
ふ
く
な
っ
た
。
即
ら
大
唐
が
閲
元
十
三
年
に
黒
水
抹
輯
と
提
携
し
て
揃
洲
政
策
を
強
化
せ
ん
と
し
た
こ
と
に
不

満
を
抱
い
て
ゐ
た
湖
海
は
、
開
元
二
十
年
に
至
っ
て
山
東
の
登
州
に
入
冠
し
刺
史
を
殺
し
て
気
勢
を
あ
げ
た
。
明
か
に
唐
の
平
慮
・
削
州
二
線

の
兵
力
が
契
月
・
奨
に
引
き
つ
け
ら
れ
て
ゐ
た
成
に
乗
じ
た
’
も
の
で
あ
る
。
平
胞
の
廃
務
、
陶
州
へ
の
併
入
は
か
う
し
た
面
か
ら
も
促
進
せ
ら

れ
た
も
の
と
思
は
れ
る
。
一
平
胞
に
対
す
る
尚
州
の
一
一
一
ん
指
揮
は
大
将
陶
州
の
兵
力
を
も
平
胤
の
兵
と
共
に
第
一
線
部
隊
と
し
、
そ
の
巨
大
な
力

を
以
て
非
常
時
を
切
抜
け
し
め
ん
と
し
た
も
の
で
あ
る
。

か
う
し
た
東
北
辺
の
危
急
を
救
っ
た
の
は
二
十
一
年
に
剛
州
節
度
使
と
な
っ
た
張
守
珪
で
、

め
、
二
十
三
年
正
月
、
窮
境
に
陥
っ
た
可
突
子
は
部
下
に
殺
さ
れ
、
そ
の
白
は
洛
陽
に
伝
へ
ら
れ
た
。
此
の
報
は
忽
ち
湖
海
の
態
度
に
影
響
し
、

急
攻
を
さ
げ
た
彼
は
漸
次
可
突
子
を
迫
ひ
っ



十
九
年
以
来
店
へ
の
入
貢
を
絶
ち
二
十
年
に
は
侵
冠
さ
へ
し
た
も
の
が
、
二
十
三
年
に
は
再
び
修
和
朝
貢
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
今
迄
契
丹
・

ゑ
〈
と
の
攻
争
に
専
用
せ
ぎ
る
を
得
な
か
っ
た
平
慮
の
兵
が
東
万
に
転
用
せ
ら
る
可
き
可
能
性
を
生
じ
た
為
め
と
思
は
れ
る
。
但
し
突
腰
の
全
盛

ば
尚
続
い
て
岬
ふ
た
の
で
、
そ
れ
を
背
鼠
と
す
る
契
丹
の
侵
暴
ち
止
ま
ず
、
余
党
泥
礼
等
の
動
き
が
あ
っ
て
油
断
は
出
来
な
か
っ
た
om安
販
が
衰

退
期
に
入
っ
た
の
は
開
一
克
二
十
七
八
年
の
頃
で
、
二
十
九
年
に
は
登
利
可
汗
の
被
殺
に
よ
っ
て
急
に
土
崩
瓦
解
し
て
終
っ
た
。
二
十
七
年
に
平

虚
務
が
復
置
せ
ら
れ
、
然
点
。
仙
立
し
て
ゐ
る
の
は
、
突
販
の
衰
退
演
散
に
よ
っ
て
麿
の
塞
外
に
対
す
る
制
覇
が
全
面
的
に
恢
復
せ
ら
れ
、
平
虚

の
正
面
4
0
紛
穏
に
向
っ
て
行
っ
た
か
ら
で
あ
る
コ
前
後
十
年
を
越
え
る
契
丹
の
侵
暴
、
此
れ
に
乗
ず
る
湖
海
の
横
暴
に
対
し
、
平
虚
藷
の
兵
力

を
増
強
し
て
対
抗
す
る
こ
と
が
出
来
ず
、
そ
の
軍
団
が
依
然
平
虚
軍
と
安
東
鎮
守
と
の
こ
に
止
ま
っ
て
ゐ
た
の
は
や
は
り
補
給
窟
か
ら
の
制
約

に
由
っ
た
の
で
あ
ら
う
3

平
虚
藩
が
胸
州
藩
の
一
元
指
揮
下
に
移
さ
れ
、
更
に
情
勢
の
深
刻
佑
と
共
に
廃
藩
合
体
の
処
置
を
受
け
た
の
は
、
平

慮
の
軍
拡
が
困
難
な
事
情
の
下
に
遼
西
地
区
の
戦
力
を
補
ふ
為
め
に
は
幽
州
藩
を
第
一
線
の
責
任
藩
に
押
し
出
す
こ
と
に
よ
っ
て
そ
の
兵
力
を

遼
西
の
戦
線
に
投
入
せ
し
め
る
外
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
ら
う
っ
然
し
此
の
体
制
は
対
契
丹
・
柔
戦
に
は
効
果
を
あ
げ
得
た
に
し
て
も
、
遼
河
以

東
の
満
洲
勢
力
に
対
し
て
は
効
果
薄
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
は
れ
る
。

平
慮
藩
の
当
時
の
二
軍
鎮
は
営
州
と
燕
郡
と
に
在
っ
た
。
共
に
遼
西
地
区
の
西
部
に
在
り
、
契
丹
・
柔
の
住
地
に
聯
接
す
る
と
共
に
幽
州
藩

の
北
境
か
ら
も
比
較
的
近
か
っ
た
。
従
っ
て
契
丹
・
柔
の
暴
掠
に
対
し
て
は
平
慮
軍
・
安
東
鎮
守
の
両
兵
力
を
以
て
対
応
し
つ
つ
幽
州
務
軍
の
出

動
を
倹
つ
作
戦
が
立
て
ら
れ
た
が
、
遼
東
か
ら
の
脅
威
に
対
し
て
は
遼
西
地
区
東
部
に
此
れ
を
防
遺
す
べ
き
軍
団
の
配
置
が
な
く
、
況
ん
や
幽

州
藩
兵
の
出
動
に
は
長
大
な
距
離
が
あ
り
す
ま
て
速
急
の
聞
に
合
は
ず
、

い
は
ば
東
に
対
し
て
は
裸
に
近
い
状
態
で
あ
っ
た
。
若
し
契
丹
・
奨

に
問
題
が
無
け
れ
ば
安
東
鎮
守
の
兵
を
、
足
り
な
け
れ
ば
平
慮
軍
の
兵
を
東
境
に
差
遣
し
、
そ
の
聞
に
幽
州
藩
の
出
動
を
整
へ
る
こ
と
も
出
来

た
が
、
契
丹
・
柔
に
平
虚
・
安
東
の
兵
を
釘
付
け
せ
ら
れ
た
場
合
の
遼
西
地
区
の
東
境
は
全
く
無
防
備
同
然
に
陥
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
平

虚
務
の
兵
力
過
少
が
粛
す
作
戦
上
の
此
の
敏
陥
は
契
丹
の
可
突
子
の
侵
暴
に
乗
じ
た
渦
海
の
開
元
二
十
年
に
於
け
る
唐
の
山
東
へ
の
侵
冠
に
よ
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二
四

っ
て
ま
ざ
ま
ざ
と
露
呈
せ
ら
れ
た
。
此
の
事
件
は
平
慮
藩
の
あ
り
方
に
就
い
て
再
検
討
す
べ
き
大
き
な
教
訓
を
与
へ
た
筈
で
あ
る
u

平
虚
藩
の

第
三
期
、
即
ち
開
元
二
十
七
年
か
ら
天
宝
二
年
迄
は
此
の
棋
陥
が
反
省
せ
ら
れ
補
強
せ
ら
れ
た
時
代
で
あ
る
。

開
元
二
十
七
年
か
ら
天
宝
二
年
迄
の
復
置
独
立
期
聞
に
於
け
る
辺
外
最
大
の
事
件
は
開
元
二
十
九
年
に
於
け
る
突
厩
の
潰
滅
消
散
と
そ
れ
に

伴
っ
て
惹
き
起
さ
れ
た
塞
外
の
動
揺
と
で
あ
る
。
開
元
二
十
九
年
の
一
時
的
な
幽
州
一
元
指
揮
は
明
か
に
此
の
突
販
の
漬
散
に
因
る
辺
外
の
動

揺
に
備
へ
た
も
の
で
あ
る
が
、
結
局
、
平
慮
の
辺
防
を
直
接
脅
か
す
が
如
き
発
展
は
な
い
こ
と
が
看
取
せ
ら
れ
、
依
っ
て
間
も
な
く
分
離
独
立
に

戻
さ
れ
て
ゐ
る
。
但
し
此
所
に
警
戒
す
べ
き
新
事
態
が
満
洲
に
生
長
し
つ
つ
あ
っ
た
。
樹
海
の
発
展
が
そ
れ
で
あ
る
。
識
海
は
突
販
の
滅
亡
に
乗

じ
、
そ
の
宿
願
た
る
純
通
古
斯
系
株
輔
諸
族
を
併
呑
す
べ
く
直
ち
に
北
進
を
開
始
し
、
忽
ら
に
し
て
鉄
利
・
越
喜
・
払
出
等
の
諸
族
を
征
服
し
て

直
轄
領
民
と
し
、
そ
の
反
抗
分
子
を
唐
に
逐
ひ
、
小
高
句
麗
固
に
帰
属
せ
し
め
た
。
崩
海
の
膨
脹
政
策
は
一
応
此
の
線
で
停
止
し
た
が
、
然
し
此
れ

に
よ
っ
て
そ
の
国
力
を
大
い
に
増
強
し
た
ω

今
や
突
厩
亡
き
後
ち
の
唐
朝
に
取
っ
て
塞
外
の
強
敵
は
西
の
吐
蕃
と
東
の
崩
海
と
に
な
っ
た
。
働

海
の
進
撃
は
純
通
古
斯
系
株
鞠
諸
族
の
併
呑
を
以
て
一
応
は
停
止
し
た
が
、
そ
れ
は
明
か
に
新
占
領
地
域
の
整
備
の
為
め
で
、
そ
れ
が
終
れ
ば

伺
時
進
撃
を
再
開
す
る
か
わ
か
ら
な
い
危
倶
が
あ
っ
た
G

そ
し
て
そ
の
進
撃
の
絶
対
目
標
と
せ
ら
れ
る
の
は
外
な
ら
ぬ
小
高
句
麗
国
で
あ
る
こ

と
火
を
賭
る
よ
り
明
か
で
あ
る
G

小
高
句
麗
国
民
は
溺
海
と
全
く
の
同
族
で
ゐ
り
、
そ
の
領
域
は
地
続
き
で
あ
り
、
又
嘗
て
は
大
高
句
麗
国
民

と
し
て
主
権
ぞ
共
に
し
て
ゐ
た
間
柄
で
あ
る
。
両
者
の
接
近
融
合
の
要
素
は
多
分
に
在
記
し
て
ゐ
た
と
一
五
へ
る
c

嘗
て
唐
が
突
厩
を
背
景
と
侍

む
契
丹
の
侵
暴
に
苦
し
め
ら
れ
る
や
、
忽
ち
此
れ
に
乗
じ
て
唐
を
侮
り
山
東
に
侵
冠
し
、
又
突
販
が
滅
ん
で
純
通
古
斯
系
掠
鞠
諸
族
が
そ
の
支

柱
を
失
っ
た
と
見
る
や
忽
ち
進
撃
し
て
彼
等
を
併
呑
す
る
等
、
撤
海
の
機
を
見
る
に
敏
な
過
去
の
外
交
駈
引
を
経
験
し
た
唐
が
今
や
強
大
固
と

な
っ
た
崩
海
の
西
進
を
憂
慮
す
る
は
当
然
で
、
此
の
立
場
か
ら
の
平
慮
藩
の
再
編
制
が
考
慮
せ
ら
れ
た
と
し
て
も
不
思
儀
は
な
い
。

一
平
慮
務
の
今
迄
の
歓
陥
は
東
境
の
兵
備
が
手
薄
で
あ
っ
た
こ
と
で
あ
る
リ
創
務
当
初
の
唐
の
考
へ
で
は
、
平
虚
箪
を
以
て
契
丹
を
、
安
東
鎮

守
を
以
て
小
高
句
麗
方
面
を
受
持
た
せ
つ
つ
、
互
に
協
力
せ
し
め
る
方
針
で
あ
っ
た
に
相
違
な
く
、
恰
6
突
阪
が
中
表
期
に
当
り
、
崩
海
も
鎧



国
後
日
尚
浅
か
っ
た
闘
一
五
の
初
め
に
於
い
て
は
唐
の
此
の
構
組
で
略
々
文
障
な
か
っ
た
で
あ
ら
つ
が
、
突
鰍
が
復
興
す
る
や
忽
ち
行
詰
り
を
山
路

呈
す
る
こ
と
と
な
っ
た
Q

内
に
国
力
を
蓄
積
レ
つ
つ
あ
っ
た
湖
、
向
は
平
虚
滋
の
全
共
刀
か
契
丹
に
釘
付
り
せ
ら
れ
た
機
会
を
掴
ん
で
唐
に
挑

み
、
契
丹
と
湖
海
と
の
攻
勢
を
一
度
に
引
受
け
る
形
に
於
い
て
唐
は
崩
海
に
巧
に
引
き
か
き
姐
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
此
の
い
古
い
経
験
は
一
平
虚
務

の
軍
団
配
備
を
契
月
・
奨
と
湖
海
と
に
対
す
る
同
時
両
面
作
戦
に
堪
へ
得
る
体
制
に
組
み
直
す
必
裂
を
痛
感
せ
し
め
、
か
く
て
こ
そ
満
洲
勢
力

に
対
す
る
唐
の
脱
み
が
初
め
て
有
刻
と
な
る
こ
と
を
覚
ら
し
め
た
筈
で
あ
る
。
天
主
元
年
に
先
、
つ
長
域
内
平
州
の
虚
龍
車
・
撒
関
ん
す
捉
の
二
軍
団

一
万
三
千
人
を
平
虚
溶
の
所
属
に
移
し
て
薬
・
契
丹
の
急
に
備
へ
る
兵
方
を
増
強
し
、
か
く
て
兵
力
に
裕
り
を
生
じ
た
筈
の
平
虚
軍
一
万
六
千

人
の
一
部
及
び
恐
ら
く
は
安
一
炭
鉱
守
人
千
五
百
人
の
大
部
分
を
取
に
移
し
、
此
れ
に
新
募
の
兵
を
加
へ
て
遼
西
地
区
の
東
境
に
七
一
阜
団
を
増
置

し
、
そ
の
中
心
に
都
護
府
を
進
出
せ
し
め
て
束
境
の
兵
怖
を
固
め
た
の
は
、
正
に
上
述
の
如
き
湖
海
強
大
ル
仙
の
新
状
勢
に
対
処
し
た
も
の
で
、

新
増
の
諸
軍
団
は
小
高
句
麗
と
の
国
境
に
尉
接
し
、
此
の
国
を
対
象
と
す
る
外
形
を
と
っ
て
は
屈
た
が
、
そ
の
実
は
遠
く
そ
の
背
後
の
崩
海
を

脱
み
、
そ
の
小
高
句
麗
国
へ
の
進
撃
を
一
年
制
し
て
ゐ
た
も
の
と
考
へ
ら
れ
る
の
で
あ
る
ο

此
の
様
な
一
平
慮
藩
両
編
成
の
大
仕
事
は
す
べ
て
天
宝
二
年
迄
の
独
立
時
代
に
行
は
れ
た
も
の
で
あ
る
じ
そ
し
て
そ
れ
が
一
段
落
す
る
や
更
に

幽
州
と
の
恒
情
的
な
一
元
指
揮
の
体
制
に
移
さ
れ
、
此
所
に
平
底
泌
は
天
宝
三
年
よ
り
十
凶
年
末
迄
の
長
い
一
元
指
揮
の
時
代
、
即
ち
第
四
期

の
時
代
と
な
る
の
で
あ
る
。
阿
部
の
一
元
指
揮
が
東
北
の
辺
防
に
そ
の
威
力
を
最
も
有
到
に
発
揮
せ
し
め
る
体
制
で
あ
る
こ
と
は
、
既
に
過
去

の
体
験
に
よ
っ
て
実
証
せ
ら
れ
て
ゐ
た
所
で
あ
る
。
天
宝
年
閣
の
麿
の
東
北
政
策
は
重
黙
を
小
高
句
麗
国
の
背
後
に
あ
る
新
強
国
激
海
へ
の
対

策
に
移
向
し
、
平
慮
部
の
兵
力
増
強
、
軍
団
配
備
の
再
編
、
幽
州
洛
と
の
一
元
指
揮
の
恒
常
化
等
に
よ
っ
て
、
彼
等
に
対
す
る
制
民
方
を
未
曲
口
有

の
強
さ
に
迄
引
上
げ
て
ゐ
た
の
で
あ
る
。
天
宝
年
聞
の
小
高
句
麗
国
が
盾
朝
へ
の
専
属
態
度
を
強
く
表
明
せ
い
芯
る
を
柑
な
か
っ
た
こ
と
は
云
ふ

迄
も
あ
る
ま
い
。

天
宝
初
年
の
平
廃
液
の
兵
方
拡
充
、

寧
団
再
編
等
は
突
蹴
の
潰
散
、

湖
海
の
大
発
展
等
の
新
な
形
勢
の
展
開
に
対
処
す
る
必
要
措
置
で
あ

玄
D
E

の
平
原
箪
節
度
使
育
成
と
小
高
麗
国
（
承
前
）

（
日
野
）

1.i. 



玄
宗
の
一
平
暖
軍
節
度
使
育
成
と
小
高
麗
国
（
承
前
）

（
日
野
）

り
、
日
つ
満
洲
勢
力
の
制
川
に
大
い
に
役
立
っ
た
所
で
あ
る
。
此
の
大
仕
事
を
仕
遂
げ
た
の
は
安
禄
山
で
、
彼
が
抜
擢
せ
ら
れ
て
幽
州
節
度
使

ー
ノ＼

に
栄
転
し
た
の
は
当
然
と
云
へ
る
。
従
前
の
慣
例
に
於
い
て
も
平
慮
で
成
績
を
挙
げ
た
者
は
嗣
州
に
栄
転
し
て
居
り
、
亦
彼
が
幽
州
に
栄
転
L
」

同
時
に
平
慮
を
兼
領
し
た
の
も
両
藩
の
一
元
指
揮
の
際
に
先
例
と
し
て
既
に
行
は
れ
て
来
た
人
事
で
あ
る
つ

つ
ま
り
安
禄
山
の
行
状
や
進
退

は
、
客
観
的
に
必
要
且
つ
重
要
な
大
仕
事
を
成
功
裏
に
成
し
遂
げ
、
そ
の
功
績
に
よ
っ
て
慣
例
的
伝
栄
転
進
路
を
経
上
っ
て
行
っ
た
J

も
の
で
、

異
常
異
例
な
も
の
で
は
な
い
。
然
し
結
局
は
強
佑
拡
充
せ
ら
れ
た
両
藩
の
兼
任
か
ら
彼
の
謀
叛
が
起
さ
れ
た
の
で
あ
っ
て
、
最
大
の
禍
根
は
彼

の
両
滞
在
任
が
余
り
に
も
長
す
ぎ
た
こ
と
に
在
る
と
云
へ
ょ
う
。
そ
れ
に
は
叉
そ
れ
と
し
て
の
理
由
の
あ
る
こ
と
で
あ
る
が
、
此
所
に
論
及
す

る
必
要
は
あ
る
ま
い
。
平
虚
の
強
化
再
編
が
満
洲
の
制
任
に
役
立
っ
た
の
は
僅
か
に
天
宝
の
十
余
年
間
、
天
宝
十
四
年
十
一
月
の
安
禄
山
の
挙

兵
を
以
て
通
に
大
き
く
後
退
す
る
こ
と
と
な
る
の
で
あ
る
。

註
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新
唐
書
崎
一
一
一
地
盤
志
に
同
じ
記
事
あ
り
。

術
洲
雌
肌
山
民
地
政
策
一
一
山
川
収
、
同
似
井
等
氏
「
附
問
唐
二
倒
J

肩
句
麗
遠
征
の
地

図
」
に
よ
る
。

註
回
に
同
じ
。

東
亜
論
叢
第
三
輯
所
収
、
同
氏
「
遼
西
の
交
通
路
に
就
い
て
」
参
照
。

満
洲
M
m
史
地
理
第
一
所
収
、
稲
葉
岩
吉
氏
「
漢
代
の
満
洲
一
、
同
箭
内

庶
民
「
三
国
時
代
の
満
洲
L

汝
び
「
耳
目
代
の
満
洲
－
、
一
十
問
必
朝
時
代

の
満
洲
」
等
に
よ
る
。

註
回
に
同
じ
o

’’ム
史
淵
第
四
二
組
所
載
の
拙
稿
「
粟
未
綜
鞠
の
対
外
関
係
」
の
第
一
節
第

三
一
頃
「
粟
末
紋
鞠
と
契
丹
と
の
関
係
」
参
照
。

泌
代
の
泌
州
に
就
い
て
は
、
巡
の
太
制
阿
保
機
の
遼
東
経
営
と
聯
関
し

196195194 198197 199 
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て
更
め
て
詳
考
す
る
予
定
で
あ
る
。

以
上
、
激
闘
に
就
い
て
は
説
的
の
治
文
参
照
。

噌
E
A

可
制
〈
子
は
斡
愈
の
山
川
氏
先
制
碑
、
資
治
通
鑑
等
に
は
可
突
干
に
作
り
、
新

川
両
山
田
書
の
契
丹
伝
や
腐
会
．
裂
の
契
丹
の
項
等
に
は
可
突
子
に
作
っ
て

ゐ
る
o
松
井
等
民
は
満
鮮
地
理
歴
史
研
究
報
告
鵬
一
所
収
の
「
契
丹
勃

興
史
」
の
註
却
に
於
い
て
白
鳥
庫
吉
降
士
の
説
を
引
き
、
干
は
附
内
田
口
・

阿
川
｝

g
p
回
目
ロ
の
対
本
田
で
あ
る
か
ら
、
干
が
正
し
く
、
子
は
字
形
の
酷

似
か
ら
来
た
銑
伝
で
あ
る
と
論
断
し
て
ゐ
る
。

以
上
、
契
丹
の
侵
見
事
に
就
い
て
の
概
説
は
主
と
し
て
旧
唐
書
噌
ド
契
丹

イ
ノ
J
ノ

伝
に
拠
っ
た
極
め
て
組
略
な
も
の
で
あ
る
。
詳
し
く
は
註
似
の
「
契
丹

ワ
u

勃
興
史
」
を
参
照
。
尚
此
の
闘
に
於
け
る
働
海
の
山
口
に
対
す
る
挑
戦
は

既
に
前
に
総
述
し
た
一
山
で
あ
る
o
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- 1 -

The Upbringing of Ping-lu (ilZL!) Chieh.-tu-shih 

(Mi!Jt-f!) by Hsiian-tsung Cl:*) and Small Kao­

chii-li (,J\i~i'i:iJU~) 

(continued) 

Kaizaburo HINO 

Until the 29th year of Kai-ylian (Mjf;)-- 741 A. D.~ Ping­

lu-fan (SJZ.Jaffl\') had had nothing but two army corps. But in the 

following year-- the 1st of Tien-pao (:R'.i:) -- two army corps 

in Ping-chou CS\2-m) (inside the Great Wall of China) were transfer­

red from Lu-tung-fan (.ll!fltl) to here, and in the 2nd of Tien-pao 

-- 743 A. D. - seven army corps were established more at the 

area of Liao-hsi (ii@) (outside of the Great Wall). These seven 

army corps were all stationed in the east of Liao-hsi, between the 

Ta-ling-ho (::k~7fiJ) and the Liao-ho (~7fiJ), except one unkown 

army corps. It was a treatment for the following facts. 

The forces of nomadic tribes were weakned by the fall of Tu­

chi.ih (Tlirklit). As Po-hai (~#!¥) in the inner area of Manchuria 

had became strong, it happened the fear of their invasion to Small 

Kao-chi.Hi (Jj\j$j1P]lfti;ffl), the center of which was Liao-yang (ii~). 

It was An-lu-shan ('ti:1*J1J) that achieved the expansion of 

armaments in Ping-lu-fan. By this expansion he strengthened the 

control of Tang (~) to Manchuria. But after about ten years, he 

conspired against the state. The force of army for the foreign countries 

in this area immediately broke down. = 




